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主な内容

● Let's Go 選挙！参議院議員通常選挙　　  P2
●高齢者向け給付金の申請期限は
　　　　　　　　　７月 29日（金）　　     P5
●太陽光発電施設の設置に関する
　　　　　　　ガイドラインを策定　　　  P8

石岡の『今』を伝える　

市の人口と世帯　77,253人（前月比▲52人）　男 38,294人　女 38,959人　世帯数 30,492世帯   【６月１日現在】

特集  平和への思いを未来へつなぐ



参議院議員通常選挙
Let's Go選挙

投・開票は

７月10日（日）
　投票は
　午前７時～午後６時に

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
用
事
な

ど
で
投
票
に
行
け
な
い
場
合
は
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間　

６
月
23
日
（
木
）
〜

　
　
　

７
月
９
日
（
土
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　

午
後
８
時

※
イ
オ
ン
石
岡
店
は
午
前
10
時
〜

午
後
８
時

場
所　

石
岡
市
役
所
、
八
郷
総
合

支
所
、石
岡
駅
（
観
光
案
内
所
内
）

お
よ
び
イ
オ
ン
石
岡
店
（
一
階
）

※
投
票
所
入
場
券
が
届
い
て
い
る

場
合
は
、
投
票
所
入
場
券
裏
面
の

宣
誓
書
に
氏
名
な
ど
を
記
入
の

上
、
お
出
で
く
だ
さ
い
。

・
住
所
地
以
外
で
の
不
在
者
投
票

　

長
期
の
旅
行
や
仕
事
の
出
張
な

ど
で
遠
方
に
滞
在
し
て
い
る
人

は
、
滞
在
先
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
そ
の
場
合
あ
ら
か
じ
め

投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

・
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
の
あ
る

人
な
ど
は
、
自
宅
か
ら
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
広
報
い
し
お
か
６
月
15
日

号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

石
岡
市
へ
の
転
入
届
が
平
成
28

年
３
月
22
日
以
降
の
人
は
、
石
岡

市
で
は
な
く
、
前
住
所
地
な
ど
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

前
住
所
地
に
引
き
続
き
登
録
さ

れ
て
い
る
人
は
、
今
回
の
選
挙
で

は
前
住
所
地
で
投
票
を
す
る
か
、

不
在
者
投
票
な
ど
の
請
求
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

各
候
補
者
の
政
見
な
ど
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
よ
り
よ
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
選
挙
公
報
は
、
新
聞

折
込
で
各
世
帯
に
届
き
ま
す
が
、

市
役
所
や
公
共
施
設
な
ど
に
も
据

え
置
き
ま
す
。

　

投
票
所
は
、
郵
送
す
る
投
票
所

入
場
券
に
記
載
し
て
い
る
投
票
所

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
第
４
投
票
区
投
票
所
が

変
更
に
な
り
ま
す
。

（
変
更
前
）

村
上
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

（
変
更
後
）

大
砂
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

（
大
砂
1
0
4
1
5
番
地
1
）

　

ま
た
、
三
村
諸
士
久
保
の
区
域

に
在
住
し
て
い
る
人
は
、
投
票
所

が
「
城
南
地
区
公
民
館
」（
三
村

7
1
0
9
番
地
）
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

日
時　

７
月
10
日
（
日
）

　
　
　

午
後
８
時
か
ら

場
所　

八
郷
総
合
支
所

※
投
票
お
よ
び
開
票
状
況
の
速
報

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
今
後
の
選
挙
に
関
す
る
重
要
な

お
知
ら
せ
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
※
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

は
、「
選
挙
情
報
」
の
配
信
項
目

を
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

☆
不
在
者
投
票
の
詳
し
い
手
続
き

な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ

れ
ば
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

転
入
し
た
人
へ

選
挙
公
報

投
票
所
の
変
更

開

　票

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

■問い合わせ
石岡市選挙管理委員会　
市役所 総務課内
☎ 23-1111（内線 255） 市のホームページ

QRコード

！
18 歳選挙権
私たちの声を
私たちの将来に

メルマガ登録
QRコード

選挙公報も市の
ホームページで
見られるよ！
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税 金
納 付 まちづくりに生かそう！あなたの税

　皆さんの税金は、道路・上下水道整備・産業振興・
医療福祉・教育・防災など、安心・安全で暮らしや
すいまちづくりのために使われます。また、税金は
法律の定めにより、決められた期限（納期限）まで
に自主的に納めることになっています。
　今回は、日ごろからお問い合わせの多い税金の質
問をＱ＆Ａ方式でお知らせします。

■問い合わせ　収納対策課 ☎ 23-1111（内線 111）

う
っ
か
り
市
税
の
納
期
限

を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
持
っ
て
い
る
納
付
書
で
納
め
ら

れ
ま
す
か
？

納
期
限
が
過
ぎ
て
い
て
も

金
融
機
関
（
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
は
不
可
）
や
、
市
役

所
本
庁
・
支
所
で
納
付
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
遅
れ
た
日
数
・
金
額

に
よ
っ
て
は
督
促
手
数
料
や
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
が
忙
し
い
た
め
、
納

付
す
る
時
間
が
あ
り
ま
せ

ん
。
何
か
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

納
付
に
は
、
安
心
・
便
利

な
口
座
振
替
が
お
勧
め
で

す
。
申
込
書
は
、
市
内
の
金
融
機

関
の
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の

で
、
通
帳
と
通
帳
印
を
持
参
し
、

金
融
機
関
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

《
石
岡
市
取
扱
金
融
機
関
》

常
陽
銀
行
・
東
日
本
銀
行
・
筑
波

銀
行
・
水
戸
信
用
金
庫
・
中
央
労

働
金
庫
・
茨
城
県
信
用
組
合
・
新

ひ
た
ち
野
農
業
協
同
組
合
・
や
さ

と
農
業
協
同
組
合
・
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
（
順
不
同
）

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納

付
で
き
ま
す
か
？

納
期
限
内
で
あ
れ
ば
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付

で
き
ま
す
。
お
手
元
に
、
納
付
書

と
ご
利
用
可
能
な
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
用
意
し
、
パ
ソ
コ
ン
ま

た
は
携
帯
電
話
で
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
！
公
金
支
払
い
」
に
ア
ク
セ
ス

し
て
い
た
だ
き
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
決
済
手
数
料
が

別
途
か
か
り
ま
す
。

☆
石
岡
市
か
ら
は
領
収
書
は
発
行

し
ま
せ
ん
の
で
、
納
税
通
知
書
と

カ
ー
ド
会
社
が
発
行
す
る
利
用
明

細
書
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☆
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
納
税
窓
口
や
店
頭
で

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
支

払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
税
を
納
め
忘
れ
て
い
て

納
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
、
放
置
し
て

い
る
と
ど
う
な
り
ま
す
か
？

納
期
限
ま
で
に
納
税
が
な

い
場
合
、
本
来
納
め
る
べ

き
税
額
に
加
え
て
、
督
促
手
数
料

（
１
０
０
円
）
の
ほ
か
に
延
滞
金

が
加
算
さ
れ
ま
す
。
延
滞
金
は
、

納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま

で
の
期
間
に
応
じ
て
計
算
さ
れ
ま

す
。滞
納
の
期
間
が
長
く
な
る
と
、

滞
納
税
額
よ
り
高
額
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
し
た

ま
ま
に
す
る
と
、
財
産
の
差
し
押

さ
え
（
土
地
、
建
物
、
給
与
、
賞

与
、
預
貯
金
、
生
命
保
険
等
）
を

行
い
、
滞
納
し
て
い
る
税
金
に
充

当
す
る
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

市
税
の
納
付
が
遅
れ
て
い

て
、
一
度
に
全
て
を
納
付

す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
す
が
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃

止
や
経
営
不
振
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
理
由
で
一
括
納
付
が

困
難
な
人
は
、
早
急
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
早
期
完
納
と
な
る
よ
う

随
時
納
税
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

夜
間
納
税
相
談
納
付
受
付

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
ま
で

休
日
納
税
相
談
・
納
付
受
付

毎
週
土
曜
日（
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

詳
し
く
は
、
収
納
対
策
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＱＡＱＡ

ＱＡＱ

Ａ

Ａ

Ｑ

納税Ｑ＆Ａ
～納期限内の納付をお願いします～

３　　広報いしおか７月１日号  №２５８



国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
納
付
に
困
っ
た
と
き
は
…

　

全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比

べ
、年
金
額
は
半
分
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
万
６
２
６
０
円
（
月
額
）
で
す
。
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
と
き

は
、
次
の
三
つ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
申
請

は
、
原
則
毎
年
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
申
請
日
よ
り
２
年
１
か
月
前
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

　

一
部
免
除
し
た
期
間
は
、
保
険

料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比

べ
、
年
金
額
は
８
分
の
３
か
ら
８

分
の
１
程
度
少
な
く
な
り
ま
す
。

※
納
付
す
べ
き
一
部
の
保
険
料
が

納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
期
間

の
一
部
免
除
が
無
効
（
未
納
と
同

じ
）
に
な
り
、
将
来
の
老
齢
基
礎

年
金
の
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
測
の

事
態
が
生
じ
た
場
合
に
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

全額免除になる
　　　　前年所得の基準

（扶養親族等の数＋１）×

　35万円＋ 22万円　   以内

一部免除になる前年所得の基準

1４分の３免除　　
　　　78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等　　以内
2半額免除
 　　 118 万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等　　以内
3４分の１免除
　  　  158 万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等　　以内

猶予になる前年所得の基準
申請者本人、申請者の配偶者のそれぞれが

（扶養親族等の数＋１）×

　　　　　　　35万円＋ 22万円　以内

1
全
額
免
除
制
度

2
一
部
免
除
制
度

▼
「
年
金
制
度
に
将
来
は
な
い
か

ら
保
険
料
は
納
め
な
い
」
と
考
え

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
年
金
は
老
後
の
た
め
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
が
い
や
死
亡

の
た
め
の
備
え
で
も
あ
り
ま
す
。

▼
未
納
を
続
け
て
い
る
と
、
将
来

や
っ
ぱ
り
年
金
が
欲
し
い
と
思
っ

た
時
に「
受
給
資
格
期
間
の
25
年
」

を
満
た
す
こ
と
が
難
し
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

▼
保
険
料
納
付
で
悩
ん
で
い
る
人

は
、
免
除
・
猶
予
制
度
の
利
用
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

3
猶
予
制
度

※
全
額
免
除
制
度
や
一
部
免
除
制

度
の
申
請
に
は
、
申
請
者
本
人
の

ほ
か
、
配
偶
者
と
世
帯
主
も
所
得

基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
平
成
28
年
７
月
〜
29
年

６
月
分
の
申
請
は
、
平
成
27
年
の

所
得
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

　50 歳未満の人に限り、世帯主の所
得にかかわらず、保険料の納付が猶予
される制度です。 学生納付特例制度

猶予になる前年所得の基準
118 万円　＋（扶養親族等の数× 38万円）　＋　
　　　　　　　　　　　　　社会保険料控除額等　　以内

　学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、
高等専門学校、専修学校、各種学校（修業年限が１年以上あ
る課程）、一部の海外大学の日本分校在学者が対象です。不
慮の事故やスポーツ・病気などで身体に障がいが残った場合
に受け取れる障害基礎年金の受給資格期間に算入されます。

国 民
年 金

■ 問い合わせ　
日本年金機構 土浦年金事務所
☎ 029-825-1170
保険年金課　　　　　　　
☎ 23-1111（内線 138）

納付猶予制度

※これまで『若年者納付猶予制度』
として、30 歳未満の人を対象とし
ていましたが、平成 28 年度の申請
分（平成28年７月～平成29年６月）
から『納付猶予制度』に改められ、
対象年齢が『30 歳未満』から『50
歳未満』へ拡大となります。
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新
し
い
被
保
険
者
証
と

　
　
　
　  

納
入
通
知
書
を
送
付

▼
既
に
減
額
認
定
証
（
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）

の
交
付
を
受
け
て
い
て
８
月
以
降

も
該
当
す
る
人
に
は
、
被
保
険
者

証
と
一
緒
に
新
し
い
認
定
証
を
送

付
し
ま
す
。

※
新
規
で
交
付
を
希
望
す
る
場
合

は
申
請
が
必
要
で
す
。

減
額
認
定
証
と
は
…
交
付
を
受
け

る
と
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額

と
入
院
時
食
事
療
養
費
・
居
住
費

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
保
険
料
の
納
付
方
法
は
２
通
り

で
す
。

1
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
付
）
の
人
に
は
、
７
月
下

旬
に
「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
兼
納

入
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

2
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の

人
に
は
８
月
上
旬
に
「
保
険
料
額

決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

▼
納
付
方
法
は
、
年
金
天
引
き
か

ら
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
納
付
書
に
変
更
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

希
望
す
る
人
は
、
金
融
機
関
と

市
役
所
の
両
方
で
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

・
市
役
所 

保
険
年
金
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

・
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３・１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
３
）

・
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

事
業
課

☎
０
２
９
・
３
０
９
・
１
２
１
３

保険証
送付

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ▲新しい被保険者証には、8月から

1年間適用となる自己負担割合（1
割または3割）が記載されています。

ただし、本人または同世帯の後期
高齢者医療制度被保険者の市民税課税
所得が 145 万円以上ある場合には３
割です。
しかし、下記のいずれかの基準を満

たす場合は申請すると1割になります。
※該当する人には、６月下旬に通知を
お送りしています。
1本人と同世帯の後期高齢者医療制度
被保険者の前年の収入合計額が 520
万円未満
2世帯の中で被保険者が１人、かつ本
人の収入が 383 万円未満
3世帯の中で被保険者が１人、かつ本
人と同世帯の70～ 74歳の人との収入
合計が520万円未満

医療費の自己負担は原則 1 割

☝

保険料率は昨年度と変更なし

　昨年に引き続き均等割額 39,500
円、所得割率８％です。保険料の賦課
限度額（上限額）は 57万円です。世
帯の所得水準にあわせて保険料（均等
割・所得割）は軽減されます。

保
険
料
の
納
付
方
法

後期高齢者の皆さんへ
7月下旬にエンジ色の新しい
被保険者証を送付します。

住
民
税
非
課
税
世
帯
対
象

▼
４
月
22
日
に「
高

齢
者
向
け
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
」
の

支
給
対
象
者
に
申
請
書
を
郵
送
し

ま
し
た
。
申
請
が
お
済
み
で
な
い

人
は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
／
平
成
27
年
度
市
県
民
税
が

非
課
税
で
昭
和
27
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
人
（
市
県
民
税
課
税

者
の
扶
養
親
族
や
生
活
保
護
受
給

者
は
除
く
）。

支
給
額
／
一
人
３
万
円
（
支
給
は

１
回
）

受
付
場
所
／
市
役
所 

す
こ
や
か

子
育
て
館
・
支
所 

市
民
ラ
ウ
ン
ジ

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
（
水
曜
日
は
午
後
７

時
ま
で
）

郵
送
に
よ
る
申
請
／
同
封
し
た
返

信
用
封
筒
に
申
請
書
を
入
れ
て
７

月
29
日
ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
（
当
日
消
印
有
効
）。

ご
注
意
／
申
請
先
は
基
準
日
（
平

成
27
年
１
月
１
日
）
に
住
民
登
録

の
あ
る
市
区
町
村
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
５
６
）

高
齢
者
向
け
給
付
金
の

申
請
期
限
は

　
　
　

７
月
29
日
（
金
）

口
座
振
替
に
変
更
も
可
能

☝

減
額
認
定
証
の
交
付

５　　広報いしおか７月１日号  №２５８



▼
宮
城
県
多
賀
城
市
は
平
成
26
年

12
月
、
石
岡
市
と
災
害
協
定
を
結

び
ま
し
た
。
多
賀
城
市
に
は
陸
奥

国
の
国
府
が
置
か
れ
て
い
た
な
ど

常
陸
国
の
国
府
が
置
か
れ
た
石
岡

市
と
も
共
通
点
の
多
い
場
所
で
す
。

　

夏
休
み
目
前
、
み
ち
の
く
旅
に

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

多
賀
城
ビ
ア
サ
ミ
ッ
ト

日
時
／
７
月
15
日
（
金
）
午
後
４

時
～
８
時
、
７
月
16
日
（
土
）・
17

日
（
日
）
午
前
11
時
～
午
後
８
時

場
所
／
多
賀
城
駅
前

■
問
い
合
わ
せ

Ｔ
・
Ａ
・
Ｐ
多
賀
城

☎
０
９
０
・
２
３
６
８
・
４
３
１
８

多
賀
城
市
民
夏
祭
り

﹁
ザ
祭
り
ｉ
ｎ
多
賀
城
﹂

▼
５
０
０
人
以
上
が
参
加
す
る
盆

踊
り
と
間
近
で
打
ち
上
げ
ら
れ
る

花
火
が
見
も
の
。

日
時
／
８
月
６
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
８
時
30
分

場
所
／
陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐
屯
地

■
問
い
合
わ
せ

多
賀
城
市
民
夏
祭
り
実
行
委
員
会

☎
０
２
２
・
３
６
５
・
７
８
３
０

第
40
回
納
涼
盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
ま
す

盆踊り
大会

夏
休
み
目
前
！

　
　

多
賀
城
市
に
出
か
け
よ
う

▼
盆
踊
り
大
会
の
夕
市
に
出
店
で

き
る
団
体
・
個
人
を
募
集
し
ま
す
。

定
員
／
６
店
舗

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

出
店
料
／
２
０
０
０
円　

※
出
店
す
る
品
目
に
よ
り
別
途
費

用
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、申
請
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
テ
ー
ブ
ル
・
イ
ス
な
ど
必
要
な

備
品
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
は
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
／
７
月
20
日
（
水
）
ま

で
に
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
商
店
会
や
企
業
か
ら
抽
選
会
の

賞
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
協
働
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
４
０
）

出
店
者
募
集

８月６日（土）午後４時～８時30分
※雨天の場合は翌日に順延します。午後 7
時以降、子どもは保護者の同伴が必要です。

いしおかイベント広場
※会場区域内でのドローンは使用禁止です。

・子ども輪投げ大会
・お楽しみ抽選会
※抽選券の配布は午後７時までで先着800
人が対象です。
・よさこいソーラン

毎年お馴染み！盆踊りコンテスト。
上手に踊れた人には素敵な賞品プレゼント

8月 6日（土）
午後 4時開催

日　時

場　所

お楽しみイベント

公共交通機関をご利用の場合
JR 常磐線石岡駅発（特急ときわ）
→（1 時間）→東京駅（東北新幹線
やまびこ）→（2 時間）→仙台駅→

（20 分）→多賀城駅
車をご利用の場合
常磐自動車道石岡小美玉 IC →仙台
東部道路へ→多賀城 IC →多賀城市

多賀城市
仙台市

多賀城市へのアクセス

▲「ザ祭り in 多賀城」

広報いしおか７月１日号		№２５８　　６



７
月
16
日
か
ら

プ
ー
ル
の
利
用
が
始
ま
り
ま
す

プール
利用

▼
７
月
16
日
（
土
）
か
ら
八
郷
総

合
運
動
公
園
と
海
洋
セ
ン
タ
ー
温

水
プ
ー
ル
の
利
用
が
始
ま
り
ま
す
。

ど
ち
ら
の
施
設
も
休
館
日
は
、
月

曜
日
で
す
。
祝
日
の
場
合
は
そ
の

翌
日
が
休
館
に
な
り
ま
す
。

旭
台
会
館
講
座 

　
　
　

夏
休
み
…
ふ
れ
あ
い
講
座

夏休み
講座

時間
料金

幼児 小中学生 一般
午前 9時
～正午 100 円 200 円 300円

午後 1時
～５時 100 円 250 円 410円

利用期間／７月 16 日（土）～ 8 月
31日（水）午前 9 時～５時
対象年齢／ 3 歳以上
※水遊び専用パンツでは入水するこ
とができません。6歳未満の幼児は
保護者（水着着用）の同伴が必要です。
ご注意／浮き輪や遊具などは持ち込め
ません。

八郷総合運動公園プール

※ 70 歳以上は無料です。
■問い合わせ
　八郷総合運動公園　☎ 43‒6884

時間
料金

幼児 一般
午前 9時～ 11 時 30 分

100円 200円午後 1時～ 3時 30 分
午後 4時～ 6時 30 分

利用期間／７月 16 日（土）～ 8 月
31日（水）午前 9 時～６時 30 分
対象年齢／ 3 歳以上
※小学2年生未満の幼児は保護者（水
着着用）の同伴が必要です。
ご注意／キャップを着用してくださ
い。アリーナと2階トレーニングルー
ムは使用できません。

海洋センター温水プール

※ 70 歳以上は無料です。
■問い合わせ
　海洋センター　☎ 23‒5191

▶遊びの中から身近な英会話を学ぼう。
講師／澤田布美子
日時／7月30日、8月6・20・27日（土・
全 4 回）午前 10 時～正午	
定員／10人（年長～小３年生）参加費／無料

楽しく学べるキッズ英会話

▶スクラップブッキングで思い出をス
テキに残しませんか？
講師／小島哉子・殿塚麗先生	
日時／８月５・19 日（金・全２回）
午前 10 時～正午	
定員／親子 20 組　参加費／ 1,000 円

スクラップブッキング

▶学校に提出する夏休みの作品を仕上
げます。
講師／石川淳先生	
日時／ 7月 26日、8月 2・9・23日（火・
全4回）午前10時～ 11時	
定員／8人（小3～６年生）　参加費／無料

子ども習字講座

７
月
７
日
（
木
）
申
込
開
始

　
　
　

ひ
ま
わ
り
の
館
講
座

体操
教室

▶大きな筋肉を鍛え代謝をアップさせ
るフィットネス、体のコアを意識しな
がら美しく体を動かすバレエ、体の柔
軟性や全身をリラックスさせるヨガの
３つを融合したエクササイズです。
講師／竹村園子先生
日時／ 8月 18・25日、9月1・8・15
日（木・全5回）午前10時～11時
定員／ 30 人（先着）						参加費／無料

バレトン教室

▶関節の動きをスムーズにするイン
ナーマッスルを強化して日常の動作を
スムーズにしませんか。
講師／鴻田良枝先生	
日時／８月4・18・25日、9月1・8・15
日（木・全6回）午後1時30分～3時
定員／ 40 人（先着）　参加費／無料

らくらくピラティス教室

申込方法 ／ 7 月 7 日（木）から電話
で申し込み。受付時間は午前 8 時 30
分～午後５時（月曜日休館）
■申し込み・問い合わせ
ふれあいの里	石岡ひまわりの館	
☎ 35‒1126

申込期間／７月５日（火）～16日（土）
午前９時～午後５時（月曜日休館）
※定員を超えた場合は抽選。
■申し込み・問い合わせ
石岡市旭台会館　
☎ 26‒1366　　	℻ 26‒1780
　	asahidai@smile.ocn.ne.jp

７　　広報いしおか７月１日号		№２５８



　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
な
ど
の
働

き
を
利
用
し
て
生
活
排
水
を
き
れ

い
に
す
る
装
置
で
す
。そ
の
た
め
、

浄
化
槽
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ

せ
る
に
は
、
定
期
的
な
維
持
管
理

（
保
守
点
検
・
清
掃
）
と
定
期
検

査
（
法
定
検
査
）
が
必
要
で
あ
り
、

法
律
に
よ
り
実
施
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
適
正
な
維
持
管
理

と
定
期
検
査
を
行
い
、
浄
化
槽
を

正
し
く
使
う
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
法
定
検
査
を
受
検
し
て
い
な
い

人
に
県
南
県
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
受

検
案
内
に
関
す
る
通
知
が
届
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
１
２
２
７
）

浄化槽
管 理

チ
ェ
ッ
ク
１

□ 

適
切
な
維
持
管
理

　
　
　
　
　
し
て
ま
す
か
？

▼
「
保
守
点
検
」
は
、
消
毒
剤
を

定
期
的
に
補
充
し
放
流
先
が
不
衛

生
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
重
要

な
作
業
で
、
年
３
〜
４
回
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
清
掃
」は
浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ

た
汚
泥
な
ど
を
抜
き
取
る
も
の
で

年
に
１
回
以
上
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
「
法
定
検
査
」
は
、
保
守
点
検

や
清
掃
が
適
切
に
行
わ
れ
、
き
れ

い
な
水
が
放
流
さ
れ
て
い
る
か
を

検
査
す
る
も
の
で
、
年
に
１
回
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
３
点
セ
ッ
ト
の
「
一
括
契
約
シ

ス
テ
ム
」
が
便
利
で
す
。

■
申
し
込
み

（
公
社
）
茨
城
県
水
質
保
全
協
会

☎
０
２
９
・
２
９
１
・
４
０
０
４

チ
ェ
ッ
ク
２

□ 

あ
な
た
の
家
の
浄
化
槽
は

　
　
　
　  

合
併
処
理
浄
化
槽
？

▼
「
単
独
処
理
浄
化
槽
」
か
「
合

併
処
理
浄
化
槽
」
で
あ
る
か
は
、

保
守
点
検
業
者
に
よ
る
点
検
報
告

書
、
法
定
検
査
の
検
査
報
告
書
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ

の
排
水
の
み
を
処
理
し
、
台
所
や

お
風
呂
か
ら
の
生
活
雑
排
水
は
、

そ
の
ま
ま
放
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
一
方
、合
併
処
理
浄
化
槽
は
、

ト
イ
レ
の
排
水
や
生
活
雑
排
水
を

処
理
し
、
単
独
処
理
浄
化
槽
と
比

べ
、
汚
れ
の
量
を
８
分
の
１
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
単
独
処

理
浄
化
槽
か
合
併
処
理
浄
化
槽
で

あ
る
か
は
環
境
に
と
っ
て
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
す
。
も
し
単
独
処

理
浄
化
槽
な
ら
す
ぐ
に
合
併
処
理

浄
化
槽
に
転
換
す
る
こ
と
を
お
奨

め
し
ま
す
。

※
平
成
13
年
か
ら
単
独
処
理
浄
化

槽
の
新
規
設
置
は
、
原
則
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ

あ
な
た
の
家
の
浄
化
槽
を
チ
ェ
ッ
ク
！

発
電
施
設
の
設
置
に
関
す
る

　
　
　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

太陽光
発電

　

太
陽
光
発
電
は
、
環
境
負
荷
を

抑
え
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
太
陽
光
発
電
施
設
の

設
置
場
所
に
よ
っ
て
は
、
防
災
・
景

観
・
自
然
環
境
な
ど
の
面
で
問
題
を

生
じ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
内
で
事
業
用
太
陽

光
発
電
施
設
の
設
置
を
予
定
す
る

事
業
者
に
配
慮
を
求
め
る
た
め
、

６
月
１
日
に
「
石
岡
市
太
陽
光
発

電
施
設
の
設
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
２
９
２
）

建
築
住
宅
指
導
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
４
２
２
）

・設置を避けるべきエリアの明示
・防災面、景観面および環境面で
   配慮すべき事項
・事業計画の事前周知に関する事項
・設置後の適切な管理に関する事項

ガイドラインの主な内容
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▲終戦から 71 年が経ち、昔石岡海軍航空基地や滑走路があった場所周辺も平和
な日本のもとで大きく発展しました。

滑走路のあった場所

石岡一高
石岡消防署

石岡市役所

石岡中学校

石
岡
も
戦
場
の
一
つ
で
あ
っ
た

石
岡
海
軍
航
空
基
地
（
飛
行
場
）

▼
太
平
洋
戦
争
末
期
に
建
設
。

東
西
幅
２
０
０
ｍ
、
南
北
長
さ

１
２
０
０
ｍ
、
表
面
芝
張
り
の
滑

走
路
で
人
力
に
よ
る
足
踏
み
作
業

で
地
表
を
固
め
て
整
地
し
た
も

の
。
国
道
６
号
線
の
石
岡
市
役
所

入
口
交
差
点
の
水
戸
寄
り
に
あ
る

中
古
車
展
示
場
や
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ

ク
ス
か
ら
、
北
側
へ
１
㎞
以
上
に

わ
た
っ
て
延
び
る
直
線
道
路
が
そ

の
跡
地
で
あ
っ
た
。
通
称
燕

つ
ば
め

部

隊
と
呼
ば
れ
た
部
隊
が
駐
屯
し
、

兵
舎
と
し
て
石
岡
農
学
校
（
現
石

岡
第
一
高
等
学
校
）を
使
用
し
た
。

参
考
文
献
／
屋
口
正
一
「
霞
ヶ
浦

周
辺
旧
海
軍
施
設
の
消
滅
」　

曾

根
俊
雄
「
石
岡
海
軍
航
空
基
地
に

つ
い
て
」

　

今
年
５
月
27
日
に
、
ア
メ
リ

カ
の
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
大
統
領

が
現
職
の
米
大
統
領
と
し
て
戦

後
初
め
て
広
島
を
訪
問
し
、
原

爆
の
犠
牲
者
だ
け
で
な
く
第
２

次
世
界
大
戦
で
犠
牲
に
な
っ
た

多
く
の
人
々
を
追
悼
し
ま
し

た
。
平
和
記
念
公
園
で
17
分
間

の
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
「
悲
惨
な

戦
争
で
罪
の
な
い
人
々
が
殺
さ

れ
た
。
私
た
ち
は
歴
史
を
直
視

す
る
責
任
を
共
有
し
て
い
る
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

終
戦
か
ら
71
年
目
を
迎
え
る

今
年
、
戦
時
中
の
体
験
を
も
つ

人
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
当
時

の
話
や
こ
れ
か
ら
の
平
和
な
世

の
中
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
な

ど
を
聞
き
し
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
平
和
の
有
り
難
さ
と

　
　
　
　
　
戦
時
中
を
語
る

　

木
﨑　

眞
さ
ん（

上
青
柳
）
92
歳

　

長
く
人
生
を
経
験
し
て
、
現
在

の
平
和
な
世
の
中
が
素
晴
ら
し
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
大
地
震
の
状
況
は
皆
さ
ん
も

テ
レ
ビ
な
ど
で
ご
存
知
と
思
い
ま

す
が
、
あ
の
状
況
が
日
本
中
で
連

続
し
て
起
こ
っ
て
い
る
と
思
う

と
、
戦
争
当
時
と
近
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
平
和
の
有
り
難
さ
は
、

平
和
で
な
い
時
代
を
経
験
し
た
人

で
な
い
と
本
当
に
は
分
か
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
平
和
が

有
り
難
い
と
い
う
思
い
を
未
来
に

つ
な
げ
る
に
は
、
原
爆
資
料
館
や

原
爆
ド
ー
ム
を
見
学
し
て
、
戦
争

す
る
と
こ
ん
な
に
悲
惨
で
多
く
の

犠
牲
を
生
む
こ
と
に
な
る
ん
だ
と

い
う
事
を
学
ぶ
こ
と
が
、
と
て
も

役
立
つ
し
、大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
19
年
４
月
陸
軍
士
官
学
校

を
卒
業
し
、
北
海
道
帯
広
に
あ
っ

た
連
隊
本
部
に
配
属
。
戦
況
と
と

に
連
隊
本
部
が
小
樽
へ
移
動
、
中

隊
長
と
し
て
小
樽
港
湾
防
衛
に
あ

た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

戦
闘
を
経
験
し
た
の
は
終
戦
の

２
か
月
前
に
な
り
ま
す
。
６
機
の

米
軍
機
が
近
く
の
山
を
低
空
で
飛

行
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
、
防
空
の

た
め
配
備
さ
れ
て
い
た
高
射
砲
で

迎
撃
し
た
事
で
し
た
。
砲
弾
が
飛

行
す
る
編
隊
近
く
で
ち
ょ
う
ど
炸

裂
し
、
そ
の
う
ち
１
機
が
火
を
噴

い
て
海
に
墜
落
し
ま
し
た
。
し
か

し
残
り
の
５
機
が
反
撃
に
出
て
、

駐
屯
し
て
い
た
４
つ
の
部
隊
目
が

け
て
一
斉
に
攻
撃
し
て
き
て
、
さ

ん
ざ
ん
な
目
に
合
い
ま
し
た
。
腹

部
貫
通
で
即
死
す
る
な
ど
死
傷
者

が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
悲
し

む
余
裕
は
な
い
、
と
思
う
よ
う
な

時
代
で
し
た
。

特
集  

平
和
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の
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▲昭和 19 年雪が積もる手宮公園にて
　（北海道小樽市）
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６
月
１
日
、
今
年
度
の
平

和
大
使
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

派
遣
期
間
は
８
月
５
日
か
ら

７
日
ま
で
の
３
日
間
で
、
事

前
学
習
会
や
結
団
式
を
行
い

意
識
を
高
め
て
臨
み
ま
す
。

　

市
内
各
中
学
校
か
ら
２
年

生
２
人
ず
つ
、
合
計
12
人
が

平
和
大
使
と
し
て
広
島
市
へ

派
遣
さ
れ
ま
す
。
平
和
記
念

資
料
館
や
国
立
広
島
原
爆
死

没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
の
見

学
そ
し
て
灯
ろ
う
流
し
な
ど

の
体
験
を
通
じ
、
戦
争
の
悲

惨
さ
や
命
の
尊
さ
を
学
び
伝

達
す
る
役
目
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　

４
月
に
行
わ
れ
た
田
上
長

崎
市
長
と
の
対
談
の
中
で
市

長
は
「
戦
争
の
な
い
平
和
な

国
で
あ
る
こ
と
が
最
も
大

切
」
だ
と
述
べ
て
い
ま
し

た
。
戦
争
と
同
じ
く
自
然
災

害
も
ま
た
多
く
の
犠
牲
や
市

民
生
活
を
台
無
し
に
す
る
も

の
で
、
類
似
の
経
験
を
目
の

当
た
り
に
し
て
い
ま
す
。
平

和
大
使
の
皆
さ
ん
な
ら
、
平

和
の
有
り
難
さ
や
戦
争
の
悲

惨
さ
を
実
感
す
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

▲昨年度の活動から①平和公園での献花　②被爆体験朗読会に参加　③原爆ドーム見学　④平和の子の像へ千羽鶴献納　⑤灯ろう流しの様子

●
平
和
大
使
の
皆
さ
ん

石
岡
中
学
校
　
２
年

　

田た
む
ら村　

星せ
い
が河 

さ
ん
（
男
子
）

　

杉す
ぎ
し
ま嶋　

茜あ
か
り里 

さ
ん
（
女
子
）

府
中
中
学
校
　
２
年

　

耒く
る
す栖　

翔し
ょ
う
ご吾 

さ
ん
（
男
子
）

　

木き
む
ら村　

歩あ
ゆ
か華 

さ
ん
（
女
子
）

城
南
中
学
校
　
２
年

　

片か
た
お
か岡　

剛ご
う
き月 

さ
ん
（
男
子
）

　

尾お
ば
な花　

櫻さ
く
ら
こ子 

さ
ん
（
女
子
）

国
府
中
学
校
　
２
年

　

森も
り　

　

祥し
ょ
う
た多 

さ
ん
（
男
子
）

　

岡お
か
だ田　

花か

な奈 

さ
ん
（
女
子
）

園
部
中
学
校
　
２
年

　

深ふ
か
さ
く作　

英ひ
で
と
し寿 

さ
ん
（
男
子
）

　

髙た
か
の野　

一い
ち
か花 

さ
ん
（
女
子
）

八
郷
中
学
校
　
２
年

　

増ま
す
だ田　

　

凜り
ん 

さ
ん
（
男
子
）

　

荒あ
ら
き木　

有う
ゆ
う柚 

さ
ん
（
女
子
）

引
率

指
導
室　
　
　

松ま
つ
も
と本 

浩こ
う
い
ち一 

先
生

生
涯
学
習
課　

川か
わ
か
み上 

和か
ず
ま
さ正 

先
生

特集  平和への思いを未来へつなぐ

　

５
月
に
は
各
中
学
校
で
、
２
年

生
全
員
を
対
象
に
し
た
広
島
原
爆

に
つ
い
て
の
平
和
学
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
原
爆
の
映
像
を
鑑
賞
し

た
後
、
平
和
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

　
「
改
め
て
原
爆
の
怖
さ
を
知
っ

た
。
こ
の
こ
と
を
次
の
世
代
に
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
た
」、「
平
和
の
大
切
さ
、
命

の
尊
さ
を
実
感
し
た
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

派
遣
後
は
報
告
会
も
予
定
さ
れ

て
お
り
、
平
和
へ
の
意
識
を
広
め

て
い
き
ま
す
。

①
②

③

④

⑤

平
和
大
使
の
派
遣

広報いしおか７月１日号  №２５８　１０



特集  平和への思いを未来へつなぐ

１１　広報いしおか７月１日号  №２５８

　新年度を迎えた４月に、今
泉市長は長崎市の田上富久市
長と、平和と安心のまちづく
りなど様々な内容について対
談を行いましたので一部をご
紹介します。

■
平
和
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
「
核
兵
器
廃
絶
」
を
訴
え
続
け

る
被
爆
地
・
長
崎
市
。
一
方
、
石

岡
市
も
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
途
上
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
４
月
に
は
、
地
震
が
少
な
い
と

言
わ
れ
て
い
た
熊
本
・
大
分
で
大

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。「
平
和

と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
お

二
人
に
と
っ
て
市
政
運
営
の
柱
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
田
上
市
長

　

３
・
11
以
降
、
朝
起
き
て
顔
を

洗
っ
て
と
い
う
普
通
の
暮
ら
し

が
、
つ
く
づ
く
大
事
な
も
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
防
災
や
災
害
対
応

は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
、
ふ
だ

ん
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
な
の
で
す
が
、
実
際
は
そ
れ

が
難
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
常
に

意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
熊
本
は
隣

県
で
す
の
で
、
被
災
者
の
方
々
の

こ
と
を
思
う
と
胸
が
痛
み
ま
す
。

　

今
回
の
熊
本
地
震
で
、
地
震
に

つ
い
て
の
意
識
が
低
い
こ
と
や
地

震
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
こ

と
を
九
州
の
多
く
の
人
が
感
じ
た

と
思
い
ま
す
。
地
震
へ
の
備
え
を

呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
は
喫
緊
の

仕
事
で
す
ね
。

　

東
日
本
大
震
災
の
時
に
九
州
全

体
の
防
災
力
や
災
害
対
応
力
を
高

め
よ
う
と
、
九
州
全
体
の
主
要
都

市
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
回
、
特
に

初
動
段
階
で
機
能
し
た
と
思
い
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
て
、
ふ
だ
ん

か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
の
重
要
性

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

●
今
泉
市
長

　

石
岡
市
で
、
か
つ
て
い
ろ
い
ろ

な
分
野
の
専
門
家
が
、
市
民
向
け

に
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
経
済
の
話

な
ど
を
語
る
「
火
曜
茶
論
」
と
い

う
講
座
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

私
が
親
し
い
あ
る
お
医
者
さ
ん
に

講
師
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
医

療
の
話
で
は
な
く
、
戦
時
中
の
体

験
を
語
り
始
め
ま
し
た
。
な
ぜ
戦

争
の
話
を
と
、
最
初
は
驚
き
ま
し

た
が
、よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、

市
民
生
活
を
最
も
台
無
し
に
す
る

の
は
、
戦
争
で
は
な
い
か
と
。
私

の
父
は
新
聞
記
者
で
、
戦
時
中
の

写
真
な
ど
を
撮
り
た
め
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
写
真
を
整
理
す
る

中
で
、
そ
う
し
た
思
い
を
強
く
し

ま
し
た
。

　

戦
争
の
な
い
平
和
な
国
。
こ
れ

が
最
も
重
要
な
こ
と
で
、
そ
こ
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

◆
田
上
市
長

　

長
崎
市
は
被
爆
地
と
し
て
核
兵

器
廃
絶
を
訴
え
続
け
て
い
ま
す

が
、
い
つ
も
感
じ
る
ジ
レ
ン
マ
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
広
島
市
や

長
崎
市
が
核
廃
絶
を
言
え
ば
言
う

ほ
ど
、
そ
の
重
要
さ
が
伝
わ
り
に

く
く
な
る
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
で

す
。
核
兵
器
の
問
題
が
、
二
つ
の

特
別
な
ま
ち
の
、
過
去
の
特
別
な

出
来
事
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
。
そ
う
で
は
な
く
て
世

界
中
が
直
面
し
て
い
る
現
在
と
未

来
の
話
な
の
に
…
。
何
の
た
め
に

被
爆
者
の
人
た
ち
が
、
体
と
心
を

痛
め
な
が
ら
も
、
経
験
し
た
こ
と

を
語
り
続
け
て
い
る
の
か
…
と
。

　

で
も
例
え
ば
、
広
島
や
長
崎
以

外
の
ま
ち
で
も
同
じ
こ
と
を
言
っ

て
も
ら
え
る
と
、
私
た
ち
に
共
通

の
未
来
の
問
題
な
の
だ
と
い
う
こ

と
が
伝
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

■プロフィール　田上富久　長崎市長
たうえ・とみひさ／ 1956 年生まれ。
長崎県出身。80 年長崎市役所に入庁。
広報課、観光振興課、統計課長などを
経て 2007 年４月に長崎市長に就任。
日本非核宣言自治体協議会会長。日本
で初めてのまち歩き博覧会「長崎さる
く '06」などを企画・立案。自らも、
さるくガイドとして活躍。

▲学童疎開で石岡駅に到着した東京都第四吾嬬
国民学校の生徒たち（昭和 19 年 8 月）

う
か
。
被
爆
者
の
方
は
全
国
に
点

在
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々

の
声
を
通
し
て
、
平
和
へ
の
思
い

を
抱
え
る
地
域
を
増
や
し
、
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
訴
え
か
け

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
今
泉
市
長

　

そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
私
た
ち

は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
駆
使
し

て
歴
史
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
語
り

継
い
で
い
く
し
か
な
い
と
思
い
ま

す
。

（
月
刊
「
広
報
」
５
月
号
「
広
報

～
私
の
視
点
／
特
別
対
談
」か
ら
）



ま のち わ だ い
楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

▲いざという時のために、踏切非常ボタンを押す体験
　

５
月
24
日
、
高
浜
小
学
校
（
池
田

徹
校
長
）
で
は
、
Ｊ
Ｒ
土
浦
地
区
指

導
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
招
い
て
、

踏
切
の
安
全
な
渡
り
方
な
ど
の
講
習

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
Ｊ
Ｒ
水
戸
支
社
Ｅ
６
５
７

系
車
両
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
、
ム
コ
ナ
く
ん
も
登
場
。

　

講
習
会
に
参
加
し
た
児
童
は
「
今

日
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
踏
切
の

安
全
を
確
か
め
て
渡
り
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
踏
切
が
学
校
周
辺
に
あ

る
高
浜
小
で
は
、
毎
年
こ
の
よ
う
な

講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　　～く確かめて。 踏切横断よ

　

５
月
13
日
、石
岡
一
高
の
野
球
部
・

弓
道
部
の
生
徒
た
ち
が
、
関
東
大
会

出
場
の
報
告
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し

た
。
野
球
部
は
、
春
季
関
東
高
校
野

球
県
大
会
で
準
優
勝
し
、弓
道
部
は
、

関
東
大
会
県
予
選
女
子
団
体
戦
で
優

勝
。
素
晴
ら
し
い
成
績
で
関
東
大
会

へ
と
進
み
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
（
重
量
挙
げ
）
部
、
女
子
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
も
関
東
大
会
出
場
を
決

め
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
た
ち
の
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

▲野球部（前列左）と弓道部（前列右）の皆さん

　　岡第一高等学校の生徒たちの活躍石

　

市
内
在
住
の
大
塚
彩
加
さ
ん
（
高

校
１
年
）
が
、
第
32
回
全
国
年
賀
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
（
一
般
社
団
法
人 

全
国
書
写
書
道
教
育
振
興
会
主
催
）

で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
総
務
省
・
文
部
科
学
省

な
ど
の
後
援
で
行
わ
れ
、
幼
稚
園
の

年
中
か
ら
大
学
・
一
般
ま
で
幅
広
い

世
代
が
参
加
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
。

　

本
賞
に
選
ば
れ
る
の
は
、
１
万
を

超
え
る
出
品
作
品
の
中
か
ら
６
作
品

の
み
。
大
変
栄
誉
の
あ
る
賞
で
す
。

表
彰
式
は
２
月
14
日
、
東
京
の
日
本

教
育
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

に心を込めて－文部科学大臣賞を受賞書

▲これからも練習を重ねていきたいと話す大塚さん

　　血は命をつなぐボランティア献

▲感謝状を受け取った皆さん 　

６
月
３
日
、
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

で
平
成
28
年
度
献
血
功
労
者
感
謝
状

贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
こ
れ
ま
で
に
50

回
以
上
の
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
人
が
対
象
で
「
茨
城
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
推
薦
を
受
け
た

９
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

献
血
は
水
戸
や
つ
く
ば
の
献
血

ル
ー
ム
の
ほ
か
に
、
市
内
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
巡
回
し
て
い

る
献
血
バ
ス
で
も
行
え
ま
す
。
日
程

は
広
報
紙
の
毎
月
15
日
号
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
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５
月
14
日
、
石
岡
少
年
少
女
発
明
ク

ラ
ブ
の
発
足
式
が
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
設
立
29
年
を
迎

え
る
同
ク
ラ
ブ
は
、
市
内
の
児
童
を
対

象
に
発
明
や
工
作
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

六
崎
正
典
会
長
は「
実
験
の
面
白
さ
、

次
は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
好

奇
心
を
大
切
に
み
ん
な
で
活
動
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

発
足
式
直
後
に
は
恒
例
と
な
っ
て

い
る
「
ま
が
玉
づ
く
り
」
が
行
わ
れ
、

新
し
い
友
だ
ち
と
と
も
に
発
明
の
第

一
歩
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　　くわくを大切に、発明クラブ始動 !わ

▲やわらかい「ろう石」を使い、紙やすりで形を削ります ▲講話の後は実際の記載台を使って、模擬投票を行いました

１8歳選挙に向けて出前講座を実施

　

今
年
の
７
月
に
行
わ
れ
る
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
か
ら
、
選
挙
権
の
年

齢
が
18
歳
に
引
き
下
が
る
こ
と
に
伴

い
、石
岡
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

５
月
27
日
、石
岡
第
二
高
等
学
校（
金

子
敏
久
校
長
）
の
３
年
生
（
１
７
１

人
）
を
対
象
に
、
選
挙
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
出
前
講
座
を
実

施
し
ま
し
た
。
選
挙
権
を
当
た
り
前

に
も
て
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、

先
人
た
ち
が
命
を
懸
け
て
闘
い
勝
ち

得
た
過
去
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち

に
は
、
１
票
を
無
駄
に
し
な
い
で
ほ

し
い
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲顕彰を受ける佐藤信夫支部長（右）

　　少年育成の功績に顕彰を受賞　青

　

３
月
29
日
、
公
益
社
団
法
人
茨
城

県
青
少
年
育
成
協
会
か
ら
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
貢
献
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
青
少
年
を
育
て
る
石
岡
市

民
の
会
東
支
部
が
「
青
少
年
団
体
等

顕
彰
」
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
支
部
は
、
中
学
生
、
高
校
生
、

児
童
民
生
委
員
、子
ど
も
会
育
成
会
、

区
長
会
な
ど
の
各
団
体
の
協
力
を
得

て
「
地
域
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ム
大
会
」

な
ど
の
手
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。
世
代
を
超
え
て
地
域
で
協
力
し

合
う
こ
と
で
、
つ
な
が
り
の
再
構
築

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　 月は社会を明るくする運動強調月間７

▲今泉市長に総理大臣のメッセージを伝達する鈴木会長（右） 　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目

指
す
も
の
で
、
今
年
で
66
年
目
を
迎

え
ま
す
。
市
内
各
団
体
が
連
携
し
て

こ
の
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

６
月
３
日
、
市
役
所
で
石
岡
地
区

保
護
司
会
の
鈴
木
英
也
会
長
か
ら
内

閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
今
泉

文
彦
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

立
ち
直
り
を
支
え
る
の
は
地
域
の

力
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

１３　広報いしおか７月１日号  №２５８



→
築
地
市
場
→
浜
離
宮
恩
賜
庭
園

→
石
岡

※
交
通
状
況
に
よ
り
コ
ー
ス
や
時

間
を
変
更
す
る
場
合
あ
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
２
４
・
０
３
２
２

介
護
予
防
講
演
会
「
口
腔
機
能

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
大
作
戦
」

▼
認
定
音
楽
療
法
士
の
資
格
を
持

つ
現
役
歯
科
医
師
に
よ
る
講
演
会

で
す
。
歌
や
音
楽
を
取
り
入
れ
た

口
腔
機
能
向
上
の
講
話
や
認
知
症

と
口
腔
ケ
ア
の
関
係
な
ど
を
学
び

ま
す
。

日
時
／
７
月
20
日
（
水
）
午
前
10

時
～
正
午（
開
演
午
前
10
時
20
分
）

場
所
／
中
央
公
民
館

講
師
／
神
奈
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院　

甲
谷 

至 

先
生

対
象
／
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

定
員
／
５
０
０
人

申
込
締
切
／
７
月
15
日
（
金
）

※
直
接
ま
た
は
電
話
な
ど
で
お
申

込
み
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
・
１
１
２
７

℻
３
５
・
１
１
３
２

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

市内の月間交通事故件数【５/31 現在】
・発生件数　　 105 件   （－ 6）
・死 者 数          1 人    （  0）
・負傷者数　　 137 人    （－ 9）
・物損事故　　 728 件  （-63）
※（　）内は前年比
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

イ

ベ

ン

ト

情報ネット
ワーク

information

恋
瀬
川
探
検
隊

▼
四
季
文
化
館
み
の
～
れ
（
小
美

玉
市
）
で
水
質
調
査
な
ど
の
探
検

を
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
29
日
（
金
）
午
前
８

時
15
分
（
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広

場
集
合
）
～
午
後
３
時
30
分

場
所
／
四
季
文
化
館
み
の
～
れ
、

茨
城
空
港

対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生

以
上
の
人
（
小
学
４
年
生
未
満
で

も
保
護
者
同
伴
な
ら
ば
参
加
可
）

定
員
／
30
人
（
先
着
）

内
容
／
講
演
会
・
水
質
調
査
・
茨

城
空
港
施
設
見
学

参
加
費
／
１
０
０
円

持
参
す
る
も
の
／
昼
食
、飲
み
物
、

帽
子
、
筆
記
用
具
、
保
険
証
の
写

し
、
カ
ッ
パ
や
傘
（
雨
天
時
）

申
込
方
法
／
７
月
15
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
。
参
加
者

の
住
所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
２
９
）

第
21
回
納
涼
祭

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
さ

と
、
介
護
老
人
保
健
施
設
サ
ン
グ

リ
ー
ン
や
さ
と
共
催
で
納
涼
祭
を

開
催
し
ま
す
。
模
擬
店
、
花
火
、

盆
踊
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
で

く
だ
さ
い
。

日
時
／
８
月
20
日
（
土
）
午
後
６

時
30
分
～
８
時
30
分

※
雨
天
時
は
８
月
21
日
（
日
）
実

施
。
駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す
の
で

乗
り
合
い
で
お
出
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
さ
と

☎
４
３
・
０
８
１
１

東
京
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
東
京
の
名
所
を
み
ん
な
で
歩
こ
う
。

日
に
ち
／
７
月
19
日
（
火
）

集
合
場
所
／
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト

広
場

集
合
時
間
／
午
前
７
時

定
員
／
28
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
、
当
選
者
の
み
通
知
）

申
込
締
切
／
７
月
７
日
（
木
）

参
加
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
の

20
歳
以
上
で
５
㎞
位
歩
け
る
人

参
加
費
／
３
０
０
０
円
（
高
速
、

駐
車
場
、
入
場
料
、
保
険
代
な
ど
）

※
昼
食
は
含
み
ま
せ
ん
。
自
己
都

合
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
は
返
金
し

ま
せ
ん
。

内
容
／
石
岡
→
迎
賓
館
赤
坂
離
宮

広報いしおか７月１日号  №２５８　１４
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募

集

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
従
事
者
特

別
教
育
講
習
会

日
時
／
７
月
26
日
（
火
）・
27
日

（
水
）
２
日
間　

午
前
８
時
30
分

（
受
付
）
午
前
９
時
（
開
始
）

場
所
／
つ
く
ば
ね
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
（
小
幡
２
１
３
２
‐
14
）

定
員
／
20
人
程
度

受
講
料
／
１
万
２
０
０
０
円
（
当

日
支
払
い
）

申
込
方
法
／
申
込
用
紙
に
記
入
し

て
顔
写
真
（
縦
3.5
㎝
、
横
2.5
㎝
）

を
一
枚
添
付
し
て
申
し
込
み
。

※
申
込
用
紙
は
つ
く
ば
ね
森
林
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

持
参
す
る
も
の
／
押
印
済
み
の
申

込
用
紙
原
本
、写
真
、昼
食
、チ
ェ

ン
ソ
ー
（
２
日
目
）

申
込
締
切
／
７
月
11
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

つ
く
ば
ね
森
林
組
合

☎
４
４
・
０
１
６
７

石
岡
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
☆

に
出
店
し
ま
せ
ん
か

対
象
／
市
内
に
工
場
・
店
舗
の
あ

る
事
業
所

内
容
／
生
産
加
工
品
の
展
示
・
販

売
お
よ
び
市
産
品
を
使
用
し
た
販

売
へ
の
出
店

開
催
予
定
日
／
10
月
22
・
23
日

（
土
・
日
）

出
店
料
／
屋
外
の
場
合

１
区
画
（
2.7
ｍ
×
3.6
ｍ
）
３
千
円

２
区
画
（
テ
ン
ト
１
張
）
６
千
円

屋
内
の
場
合　

１
区
画
（
5.0
ｍ
×

5.0
ｍ
）
３
千
円

※
出
店
日
数
に
関
わ
ら
ず
定
額
。

展
示
の
み
や
無
料
配
布
な
ど
の
場

合
は
出
店
料
免
除
。

申
込
方
法
／
申
込
用
紙
に
記
入
し

直
接
申
し
込
み
。

※
申
込
用
紙
は
商
工
課
窓
口
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
／
７
月
４
日
（
月
）
～

20
日
（
水
）
※
申
し
込
み
多
数
の

と
き
は
抽
選
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
商
工
課
（
内
線
４
１
３
）

裁
判
所
職
員
一
般
職
（
裁
判
所

事
務
官
、
高
卒
者
区
分
）

申
込
期
間
／

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

７
月
12
日

（
火
）
午
前
10
時
～
21
日
（
木
）

・
郵
送　

７
月
12
日
（
火
）
～
15

日
（
金
）
15
日
消
印
有
効

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
は
必
ず
簡

易
書
留
郵
便
で
提
出
。

１
次
試
験
日
／
９
月
11
日
（
日
）

試
験
種
目
／
基
礎
能
力
試
験
（
多

肢
選
択
式
）、
作
文
試
験

２
次
試
験
日
／
10
月
中
旬
～
下
旬

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

水
戸
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

人
事
第
一
係

☎
０
２
９
・
２
２
４
・
８
４
２
１

歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
養
成　

▼
市
内
の
史
跡
案
内
に
興
味
が
あ

り
、
一
緒
に
活
動
で
き
る
人
を
募

集
し
ま
す
。
専
門
知
識
は
要
り
ま

せ
ん
。

日
時
／
７
月
21
日
（
木
）・
８
月

３
日
（
水
）
全
２
回　

午
前
10
時

～
正
午

場
所
／
常
陸
風
土
記
の
丘
研
修
室

受
講
料
／
無
料

申
込
方
法
／
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、ハ
ガ
キ
・

電
話
で
申
し
込
み
。

申
込
締
切
／
７
月
15
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
文
化
振
興
課
（
内
線
１
３
２
３
）

〒
３
１
５-

０
１
９
５

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
‐
１

親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

日
に
ち
／
７
月
23
日
（
土
）

場
所
／
国
立
科
学
博
物
館
ほ
か

対
象
／
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

定
員
／
20
人
（
先
着
）

参
加
費
／
１
０
０
０
円

申
込
方
法
／
７
月
15
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
母
子
寡
婦
福
祉
会

☎
２
３
・
８
８
７
４
（
川
崎
）

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座

▼
相
手
に
お
化
粧
す
る
と
き
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日
時
／
８
月
３
日
・
10
日
・
17
日

（
水
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
容
／
お
化
粧
の
ポ
イ
ン
ト
、
ハ

ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
、
ネ
イ
ル

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
35
歳
以
下
の
人
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
人

定
員
／
20
人
（
先
着
）

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

１５　広報いしおか７月１日号  №２５８

広　告　掲　載　欄



1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

情報ネット
ワーク

information

筆
ペ
ン
教
室

▼
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
が

対
象
で
す
。

日
時
／
８
月
４
・
18
日
（
木
）
午

前
10
時
～
正
午
（
全
２
回
）

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館

講
師
／
倉
持 

一
美 

氏

定
員
／
36
人
（
抽
選
）

※
前
回
抽
選
で
漏
れ
た
人
を
優
先

参
加
費
／
無
料

※
ご
希
望
の
人
は
筆
ペ
ン
を
当
日

１
本
３
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

申
込
方
法
／
７
月
22
日（
金
）ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

歌
と
手
作
り
楽
器
を
使
っ
た

音
楽
の
体
験
学
習

▼
有
名
な
野
口
雨
情
の
音
楽
に
触

れ
て
み
よ
う
。

日
時
／
７
月
28
日
（
木
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館  

研
修
室

対
象
／
４
歳
～
高
校
生
ま
で

参
加
費
／
５
０
０
円

申
込
締
切
／
７
月
20
日
（
水
）

定
員
／
30
人
程
度

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

全
国
生
涯
学
習
音
楽
指
導
員
協
議

会
茨
城
支
部
（
と
も
つ
ね
）

☎
０
９
０
・
９
３
６
６
・
５
１
３
７

石
岡
市
・
小
美
玉
市

　
　
　
　

就
職
説
明
会
を
開
催

日
時
／
８
月
３
日
（
水
）

午
後
１
時
～
４
時
（
受
付
午
後

０
時
30
分
か
ら
）

場
所
／
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

対
象
／
①
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
な
ど
（
高
校
を
除
く
）
を
平
成

29
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人

②
既
卒
で
未
就
職（
高
卒
を
除
く
）

の
人
（
概
ね
３
年
以
内
）

※
履
歴
書
・
事
前
申
込
は
不
要
で
、

既
卒
の
人
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の

登
録
が
必
要
で
す
。上
履
き
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

1
商
工
課
（
内
線
４
８
２
）

調
理
師
試
験
予
備
講
習
会

日
時
／
９
月
４
日（
日
）・
５
日（
月
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所
／
土
浦
市
亀
城
プ
ラ
ザ

（
土
浦
市
中
央
２
‐
16
‐
４
）

受
講
料
／
４
万
２
４
０
０
円
（
教

本
・
参
考
資
料
な
ど
）

※
他
に
昼
食
代
２
０
０
０
円
位
か

か
り
ま
す
。
申
し
込
み
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

県
調
理
師
連
合
会  

石
岡
支
部

☎
２
６
・
３
２
３
２
（
石
本
）

募

集

お

知

ら

せ

お詫びと訂正
広報いしおか 6 月 15 日号の 13 ページ
の 7 月 7 日（木）登記・行政・境界相談（石
岡市役所）の相談時間に誤りがありまし
た。午後１時～ 4 時 30 分ではなく、正
しくは、午後 1 時～ 3 時です。お詫び
して訂正します。
■問い合わせ　1 秘書広聴課

男女共同参画に関する
市民意識調査にご協力を

　調査は市内在住で 18 歳
以上の 3,000 人を無作為
抽出して実施します。対象
となった皆さんには、７月
上旬に調査票を送付します
ので、記入後、同封の返信
用封筒で送付してくださ
い。
　男女共同参画の推進のた
めの重要な調査ですので、
ご協力をお願いします。
■問い合わせ
1 政策企画課（内線 224）

～意識・意向調査を実施～

広報いしおか７月１日号  №２５８　１６
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調
理
師
・
製
菓
衛
生
師
試
験

①
調
理
師
試
験

試
験
日
時
／
10
月
８
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

試
験
会
場
／
茨
城
大
学
水
戸
キ
ャ

ン
パ
ス
・
茨
城
県
立
医
療
大
学

②
製
菓
衛
生
師
試
験

試
験
日
時
／
10
月
13
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

試
験
会
場
／
水
戸
合
同
庁
舎

申
込
期
間
／
７
月
14
日
（
木
）
～

15
日
（
金
）
の
２
日
間
。
午
前
９

時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時

申
込
方
法
／
県
内
各
保
健
所
で
配

布
し
て
い
る
願
書
に
記
入
し
、
直

接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

土
浦
保
健
所 

衛
生
課　

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
５
３
６
４

７
月
７
日
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー

七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
に
ご
協
力
を

▼
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
７

月
７
日
の
午
後
８
時
か
ら
10
時
ま

で
の
２
時
間
、
家
庭
や
企
業
で
の

灯
り
を
消
し
て
も
ら
う
よ
う
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。地
域
や
家
庭
で
、

天
の
川
を
眺
め
な
が
ら
地
球
環
境

に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ

1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
４
２
）

園
芸
作
物
生
産
拡
大
施
設
整
備

支
援
事
業

▼
園
芸
作
物
施
設
の
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す
。
か

ん
水
施
設
設
置
費
用
も
含
み
ま
す
。

補
助
額
／
費
用
の
３
分
の
１
以
内

の
額
で
上
限
20
万
円

※
か
ん
水
施
設
も
設
置
す
る
場
合

は
上
限
30
万
円

対
象
／
市
内
在
住
で
５
年
以
上
市

内
の
直
売
所
な
ど
へ
出
荷
す
る
た

め
の
園
芸
作
物
を
生
産
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
定
年
退
職
な
ど
で
新
た
に
就
農

す
る
65
歳
未
満
の
人

②
就
農
し
て
５
年
未
満
か
つ
45
歳

未
満
の
人

③
新
た
な
園
芸
作
物
栽
培
ま
た
は

生
産
規
模
拡
大
に
取
り
組
む
人

申
込
締
切
／
７
月
29
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
２
）

食
用
廃
油
の
回
収

▼
八
郷
地
区
を
対
象
に
食
用
廃
油

の
回
収
を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
職
員
が

自
宅
に
伺
い
ま
す
。

日
に
ち
／
①
７
月
14
日
（
木
）
柿

岡
・
小
幡
・
葦
穂
・
恋
瀬
地
区

②
15
日
（
金
）
瓦
会
・
園
部
・
林
・

小
桜
地
区

申
込
締
切
／
回
収
日
の
前
日
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
支
所
総
務
課
（
内
線
１
３
３
７
）

使
用
済
み
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
回
収

▼
回
収
は
事
前
予
約
が
必
要
で
、

回
収
時
に
重
さ
を
量
り
、
そ
れ
に

応
じ
た
負
担
金
が
か
か
り
ま
す
。

持
ち
込
み
前
に
洗
浄
と
土
砂
の
振

り
落
と
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
12
日
（
火
）
～
14
日

（
木
）
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後

１
時
～
４
時

※
午
前
・
午
後
と
も
に
終
了
30
分

前
に
受
け
付
け
を
締
め
切
り
ま

す
。

場
所
／
八
郷
総
合
支
所 

駐
車
場

申
込
締
切
／
７
月
８
日
（
金
）

負
担
金
額
／
①
農
業
用
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
27
・
１
円
／
㎏

②
農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
１
０
０
０
円

普
通
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
２
０
０
０
円

※
年
会
費
１
０
０
０
円
あ
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
農
政
課
（
内
線
１
１
４
６
）

平成 28 年度自衛官募集

■問い合わせ　
1 総務課（内線 254）
自衛隊茨城地方協力本部土浦地域事務所
☎ 029-821-6986

１７　広報いしおか７月１日号  №２５８

種目
一般曹候補生

陸・海・空
自衛官候補生

陸・海・空

受付期間 7 月１日（金）　　　
　　　～９月８日（木）

（男）年間通じて受付
（ 女 ）7 月 １ 日（ 金 ）　
　　　～９月８日（木）

応募資格 18 歳以上 27 歳未満
平成 29 年４月１日現在

18 歳以上 27 歳未満
採用予定月の１日現在

試験期日
１次試験

２次試験

９月 16・17 日の
いずれか１日を指定

10 月６～ 12 日の
いずれか１日を指定

（男）受付時に通知
（ 女 ） ９ 月 23 ～ 27 日
のいずれか１日を指定

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



タウン
ミーティング
５月 24日開催　シリーズ 21　
秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 212）

団
体

中
津
川
地
区
の
皆
さ
ん

　

参
加
者
は
24
人
、
座
談
会
方
式

で
行
い
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、
土
砂
災
害
の
整

備
や
、
当
日
会
場
と
な
っ
た
「
中

津
川
公
民
館
」
に
つ
い
て
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
観
光
資
源
と

し
て
、
地
元
の
史
跡
や
田
園
風
景

を
活
用
す
る
方
策
な
ど
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

中津川地区の皆さんから出された意見

・高浜駅の整備促進。千代田方面から
利用する人もいるので、北根本側に駅
西口を作り、駅周辺の活性化につなげ
てはどうか。

・舟塚山古墳周辺の道路・駐車場・ト
イレを整備し、公園にしてはどうか。

・田園風景を生かした道の駅をつくる
のはどうか。

・旧有料道路からの丁字路を高浜方面
へ延伸させ、八郷方面からの利便性を
高めてはどうか。

広報いしおか７月１日号  №２５８　１８

市 政
広 報

電
子
書
籍
で
「
広
報
い
し
お
か
」
が
見
ら
れ
ま
す

多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に

　

電
子
書
籍
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
の
通
信
端
末
で
、
ペ
ー
ジ
を
め

く
る
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
書

籍
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。

　
『
広
報
い
し
お
か
』
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
印
刷
物
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の

ほ
か
、
平
成
26
年
度
か
ら
開
始
し

た
茨
城
県
電
子
書
籍
サ
イ
ト
で
あ

る
「
イ
バ
ラ
キ
イ
ー
ブ
ッ
ク
ス

（ibaraki-e-boooks

）」
で
の
無

料
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
内
の
魅
力
を
伝
え
る
電
子

書
籍
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
イ
バ
ラ

キ 

イ
ー
ブ
ッ
ク
ス
」
と
は
・
・
・

　

電
子
書
籍
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
イ
バ
ラ
キ
イ
ー
ブ
ッ
ク
ス
」
は
、

最
も
身
近
で
大
切
な
情
報
で
あ
る

は
ず
の
自
治
体
の
刊
行
物
が
「
実

は
あ
ま
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
手
に

渡
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」

「
電
子
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ

り
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
考
え
の
も

と
に
、
イ
バ
ラ
キ
イ
ー
ブ
ッ
ク
ス

実
行
委
員
会
が
立
ち
上
げ
た
、
地

域
特
化
型
電
子
書
籍
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

パ
ソ
コ
ン
か
ら
ご
利
用
の
場
合

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
「
広
報
い
し

お
か
電
子
書
籍
版
」
は
こ
ち
ら
で

見
ら
れ
ま
す
↓
電
子
書
籍
ペ
ー
ジ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

か
ら
ご
利
用
の
場
合

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

↓「
広
報
い
し
お
か
電
子
書
籍
版
」

は
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
す
↓
電
子

書
籍
ペ
ー
ジ

動作環境・閲覧用アプリケー
ションのダウンロードについ
ては、下記のサイトをご確認
ください。
http://www.ibaraki-ebooks.
jp/?page_id=241#app



る
。
こ
こ
は
神
社
境
内
と
な
っ
て

い
る
。
薄
い
板
状
に
割
れ
や
す
い

黒
い
岩
が
ぼ
こ
っ
と
盛
り
上
が

り
、
こ
の
岩
石
は
ジ
ュ
ラ
紀
の
海

底
の
泥
の
層
で
、
２
億
年
近
く
前

の
も
の
だ
。
そ
の
こ
ろ
の
大
陸
の

縁
に
寄
せ
集
ま
っ
た
地
層
が
、
地

下
の
熱
や
圧
力
に
よ
っ
て
結
晶
質

の
岩
石
（
変
成
岩
）
に
変
わ
っ
て

い
る
。
ぎ
ら
っ
と
し
た
光
沢
は
細

か
な
雲
母
の
結
晶
の
輝
き
で
あ

る
。
黒
雲
母
が
集
ま
っ
た
ゴ
マ
粒

の
よ
う
な
斑
紋
が
特
徴
で
、
こ
れ

に
似
た
岩
石
が
古
墳
の
石
の
棺
に

使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
波
付
岩
の
名
の
と
お
り
、

こ
の
岩
が
波
に
洗
わ
れ
て
い
た
と

す
る
と
、
そ
れ
は
約
30
万
年
前
の

こ
と
に
な
る
。
石
岡
の
街
を
乗
せ

た
台
地
を
作
っ
た
海
よ
り
さ
ら
に

古
い
海
の
時
代
だ
。
岩
の
前
の
道

の
石
碑
に
は
染
谷
と
根
小
屋
の
村

名
が
刻
ま
れ
、
大
正
時
代
ま
で
交

通
路
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
を
過
ぎ
て
広
域
農

道
を
渡
る
と
、
ふ
れ
あ
い
の
森
❹

が
あ
る
。
坂
の
上
の
広
場
に
は
地

層
が
露
出
し
て
い
る
。
こ
の
地
層

は
砂
と
泥
が
交
互
に
重
な
っ
て
お

り
、
濃
淡
の
縞
模
様
を
作
る
。
変

成
岩
な
が
ら
、
深
海
底
に
な
だ
れ

下
っ
た
砂
泥
の
堆
積
の
様
子
が
よ

く
分
か
る
貴
重
な
場
所
だ
。
山
の

南
面
は
ス
ダ
ジ
イ
や
カ
シ
類
な
ど

の
暖
地
性
の
常
緑
広
葉
樹
の
森
❺

で
、
森
の
中
は
昼
で
も
薄
暗
い
。

龍
神
山
霊
園
❻
か
ら
平
野
を
一
望

し
て
、
こ
の
平
野
が
海
だ
っ
た
時

に
龍
神
山
麓
を
波
が
洗
っ
て
い
た

事
を
感
じ
て
み
よ
う
。
余
力
が
あ

れ
ば
急
な
石
段
を
登
っ
て
龍
神
を

ま
つ
る
染
谷
佐
志
能
神
社
❼
（
雌

龍
）
に
向
か
う
。
堆
積
模
様
が
み

え
る
岩
壁
が
あ
り
、
注し

め
な
わ

連
縄
が
掛

か
っ
て
い
る
。
岩
壁
か
ら
出
て
い

た
御
神
水
は
絶
え
て
い
る
が
、
か

つ
て
は
村
々
に
持
ち
帰
っ
て
雨
乞

い
を
行
っ
た
と
い
う
。
採
石
場
を

挟
ん
で
北
側
に
は
村
上
佐
志
能
神

社
❽
（
雄
龍
）
が
あ
る
。
近
頃
、

西
の
畜
産
セ
ン
タ
ー
内
に
、
国
土

地
理
院
の
V
L
B
I
石
岡
局
が

観
測
を
開
始
し
た
。
遠
い
星
か
ら

の
電
波
を
受
信
し
て
、
地
球
上
の

他
局
と
の
距
離
を
正
確
に
計
る
事

が
で
き
る
。
安
定
し
た
観
測
の
た

め
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
岩
盤
が

あ
る
こ
と
も
設
置
の
理
由
だ
と
い

う
。

第 3回　
龍神が住む山（龍神山）

▲龍神山付近案内図

２億年をさかのぼる石岡市の大地の
物語を訪ねる歩き書きのシリーズ。
全８回の掲載です。

日時／ 7 月 30 日（土）午前 9時～午後 3時 30分
集合場所／いしおかイベント広場（その後バスで移動）
服装／動きやすい服・履き慣れた靴・帽子など
持ち物／昼食・飲み物・タオル・着替え・ビニール袋
申込期間／ 7 月 4日（月）～ 11日（月）
■申し込み・問い合わせ　政策企画課　☎ 23‒1111（内線 226）

いしおかの
大地を歩く

ジオパーク

恋瀬川探検ジオツアー参加者募集
参加費無料！親子 15 組限定！（先着）

1111（内線 226）

恋瀬川には
生き物が
たくさん！
Let's Go!

　

龍
神
山
の
麓
、
常
陸
風
土
記

の
丘
付
近
に
は
宮
平
遺
跡
が

あ
っ
た
。
縄
文
〜
奈
良
・
平
安

時
代
の
遺
跡
で
、
東
日
本
で
ま

れ
な
弥
生
時
代
の
巴
型
銅
器
と

呼
ば
れ
る
飾
り
金
具
が
見
つ
か

り
注
目
さ
れ
た
。
鹿
の
子
遺
跡

展
示
館
❶
（
有
料
）
で
は
鹿
の

子
遺
跡
出
土
物
や
復
元
建
物
が

展
示
さ
れ
て
お
り
、
宮
平
遺
跡

な
ど
の
出
土
物
も
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

山
か
ら
の
湧
水
が
谷
筋
を
流

れ
、
金
山
池
に
注
い
で
い
る
。

豊
か
な
水
と
高
台
の
地
形
が
原

始
古
代
か
ら
の
生
活
を
支
え
て

い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
宮

平
遺
跡
で
は
奈
良
時
代
の
製
鉄

炉
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
製
鉄

跡
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

が
、
池
に
注
ぐ
流
れ
に
は
黒
く

集
ま
っ
て
い
る
砂
鉄
が
見
ら

れ
、
池
の
端
に
露
出
し
て
い
る

砂
層
❷
に
赤
さ
び
た
砂
鉄
の
層

が
見
ら
れ
る
。
地
層
が
作
ら
れ

た
当
時
の
海
岸
で
波
が
寄
せ
集

め
た
砂
鉄
で
あ
る
。
金
山
池
の

名
は
製
鉄
と
の
関
係
が
感
じ
ら

れ
る
。

　

池
か
ら
南
側
の
丘
に
上
が
り

西
に
進
む
と
波
付
岩
❸
が
あ

文　環境省委嘱
　   自然公園指導員           
       矢野徳也

恋瀬川探検ジオツアーの
案内人も務めます！
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第
11
回
教
育
長
杯

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

５
月
21
日
・
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部

優　

勝
／
田
中
栄

女
子
の
部

優　

勝
／
大
久
保
す
み
江

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
市
長
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
球
大
会

５
月
７
・
８
日
・
石
岡
運
動
公
園

多
目
的
広
場
・
八
郷
総
合
運
動
公

園
多
目
的
広
場

優　

勝
／
杉
並
ラ
イ
オ
ン
ズ

春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

５
月
８
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

体
育
館

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

優　

勝
／
フ
ラ
ワ
ー
ズ

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優　

勝
／
三
友
ク
ラ
ブ

石
岡
市
体
育
協
会
長
杯

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
球
大
会

４
月
３
・
10
・
17
・
24
日
・
柏
原

野
球
場
・
染
谷
野
球
場

優　

勝
／
チ
ュ
ッ
パ
チ
ャ
ッ
プ
ス

第
５
回
石
岡
市
教
育
長
杯

　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

５
月
６
日
・
石
岡
運
動
公
園
多
目

的
広
場

男
子
優
勝
／
久
松
喜
代
治

女
子
優
勝
／
関
根
き
い
子

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
市
長
杯

　
　
　
　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

５
月
14
・
15
日
・
石
岡
運
動
公
園

体
育
館

優　

勝
／
石
岡
南
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

５
月
１
日
・
柏
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

男
子
優
勝
／
志
岐
・
吉
田
組

女
子
優
勝
／
佐
藤
・
永
井
組

第
50
回
石
岡
地
方

　
　

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

５
月
15
日
・
柏
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

男
子
優
勝
／
内
原
中

女
子
優
勝
／
霞
ヶ
浦
中

春
季
ク
ラ
ス
別

　
　
　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

５
月
22
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

男
子
Ａ
ク
ラ
ス

優　

勝
／
皆
川
新
・
太
田
映

男
子
Ｂ
ク
ラ
ス

優　

勝
／
岡
田
哲
彦
・
藤
生
直
人

男
子
Ｃ
ク
ラ
ス

優　

勝
／
野
場
隆
太
・
松
本
隆
芳

女
子
Ａ
ク
ラ
ス

優　

勝
／
小
川
益
子
・
冨
山
芙
紀

女
子
Ｂ
ク
ラ
ス

優　

勝
／
猪
股
笙
子
・
横
山
美
咲

女
子
Ｃ
ク
ラ
ス

優　

勝
／
澤
戸
千
華
子
・
芝
崎
美
聖

女
子
１
０
０
ク
ラ
ス

優　

勝
／
田
村
佐
知
代
・

　
　
　
　

小
松
崎
佐
知
子

第
20
回
石
岡
市
長
杯

　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

６
月
１
日
・
柏
原
池
公
園

男
子
の
部 

優
勝
／
内
田
勇

女
子
の
部 

優
勝
／
富
田
光
子

スポーツ

石岡運動公園　　　　　☎ 26-7210
八郷総合運動公園　　　☎ 43-6884
石岡海洋センター　　　☎ 23-5191
柏原野球公園管理事務所     ☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設　☎ 43-6884

結　

果

スポーツ
情報

富
田
光
子

focus

年前、石岡地区のソフトテニス
を盛んにしたいと始まった、こ
の大会。開始当初から、多くの

学校に参加を呼び掛け、県南地区はもとよ
り県央や鹿行地区の学校も参加していま
す。今年も女子 24校・男子 18校が参加。
　廣原会長は、石岡の子どもたちに、色々
な地域の子どもたちと試合する機会をつく
りたいという気持ちで、これまで続けてき
たと話します。去年まで大会に選手として
参加し、今年は大会運営のボランティアと
して審判にあたっていた永井彩英さんは
「いろんな学校と試合ができるのは、また
とないチャンス。ありがたい機会だった。
恩返しできたらと思い、運営のボランティ
アに参加しました」と話しました。

1同日これまでの大
会の実績に感謝を表
し、石岡市からソフ
トテニス部へ感謝
状が贈られました。
23大会の様子。国
府中、園部中の選手
たち。市内からは他
に石岡中、城南中の
参加がありました。

石岡の子どもたちのために… 50 年続くソフトテニス大会

　5月15日、柏原テニスコートで第50回石岡地方中学生ソフトテニス大会（石
岡ソフトテニス連盟主催）が開催されました。大会運営は石岡市体育協会に加
入しているソフトテニス部（廣原昭会長）の皆さんがボランティアで担います。

50

1

2 3
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こころといのちの電話相談
▶こころの悩み事などに専門の
相談員が電話で相談に応じます。
毎月第２火曜日
受付時間
午前９時～正午
午後１時～４時

健康

健 康
ガイド

石岡保健センター
☎ 24-1386　ＦＡＸ 24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　ＦＡＸ 44-1492

■
総
合
健
診  

※
申
込
制

日
時
／
７
月
24
日

（
日
）・
25
日
（
月
）・

26
日
（
火
）

午
前
７
時
～
10
時
30
分
受
け
付
け

申
込
方
法
／
７
月
４
日
（
月
）
～

８
日（
金
）に
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
み
。

定
員
／
各
２
５
０
人
（
先
着
）

健
診
項
目
／
【
39
歳
以
下
】 

健
康

診
査
【
40
歳
以
上
】
特
定
健
康
診

査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
胃

が
ん
検
診
（
24
日
・
25
日
の
み
）、

大
腸
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査（
過
去
に
受
診
歴
の
な
い
人
）

【
50
歳
以
上
男
性
】
前
立
腺
が
ん

検
診

■
健
康
診
査
（
地
区
健
診
）

日
時
・
場
所
／

・
７
月
７
日
（
木
）・
８
日
（
金
）

東
地
区
公
民
館

・
７
月
28
日
（
木
）

小
桜
地
区
公
民
館

・
７
月
29
日
（
金
）

［
午
前
］
葦
穂
地
区
公
民
館

［
午
後
］
小
幡
地
区
公
民
館

・
８
月
１
日
（
月
）

林
地
区
公
民
館

・
８
月
８
日
（
月
）

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時
30
分
～
11
時
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時

健
診
項
目
／
【
39
歳
以
下
】 

健
康

診
査
【
40
歳
以
上
】
特
定
健
康
診

査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
大

腸
が
ん
検
診
（
検
診
当
日
検
査
容

器
を
配
付
）【
50
歳
以
上
男
性
】

前
立
腺
が
ん
検
診

■
成
人
歯
科
・
口
腔
が
ん
検
診

▼
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
診
察
・

視
触
診
と
歯
科
衛
生
指
導
で
す
。

日
に
ち
・
場
所
／
８
月
30
日
（
火
）

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
18
歳
以
上

定
員
／
80
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
７
月
27
日
（
水
）
～

８
月
２
日
（
火
）
に
石
岡
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た
は
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
。

■
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

日
時
／
８
月
29
日
（
月
）・
30
日

（
火
）・
31
日
（
水
）

［
午
前
の
部
］
※
乳
が
ん
検
診
の
み

午
前
10
時
～
10
時
30
分
受
け
付
け

［
午
後
の
部
］

午
後
０
時
20
分
～
１
時
10
分
受
け

付
け

場
所
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

検
査
項
目
／
1
子
宮
が
ん
検
診

（
20
歳
以
上
対
象
）
2
乳
が
ん
検

診
（
超
音
波
）（
30
歳
以
上
対
象
）

3
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
）（
40
歳
以
上
対
象
）

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
昨
年
受
診

し
て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。

定
員
／
各
日
子
宮
が
ん
：
１
０
０

人
、
乳
が
ん
：
70
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
７
月
20
日
（
水
）
か

ら
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま

た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し

込
み
。

医
療
機
関
で
検
診
を
受
け
る
場
合

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
受
診

券
を
発
行
し
ま
す
。

発
行
期
間
／
平
成
29
年
２
月
28
日

（
火
）
ま
で
※
受
診
券
の
有
効
期

間
は
発
行
日
よ
り
１
か
月
間

■
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

▼
食
べ
る
こ
と
の

大
切
さ
や
、
料
理

を
作
り
み
ん
な
で

一
緒
に
食
べ
る
楽
し
さ
を
親
子
で

体
験
。
参
加
は
無
料
。

日
時
／
８
月
４
日（
木
）、６
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場
所
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
４
歳
児
～
就
学
前
の
親
子

定
員
／
１
日
15
組
（
先
着
）

申
込
方
法
／
７
月
１
日
（
金
）
～

22
日（
金
）に
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
み
。

■
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

▼
生
後
４
か
月
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

す
べ
て
の
ご
家
庭
に

行
っ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
た
ら
、出
生
届
と
一
緒
に「
出

生
連
絡
票
」
を
市
役
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
保
健
師
な
ど
が
訪

問
し
、
体
重
の
計
測
や
健
診
、
予

防
接
種
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。
育

児
の
不
安
な
こ
と
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
か
ら
だ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
相
談
室

▼
理
学
療
法
士
に
よ
る
個
別
相

談
。
か
ら
だ
の
状
態
を
評
価
し
、

ご
自
身
に
あ
っ
た
体
操
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

一
人
40
分
～
１
時
間
程
度
で

す
。
日
程
や
内
容
は
各
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
申

込
制
で
す
。

健
（
検
）
診

ピ
カ
ピ
カ
歯
磨
き
教
室

日
時
／
９
月
16
日
（
金
）

午
後
１
時
20
分
～
１
時
50
分

対
象
／
フ
ッ
化
物
塗
布
希
望

の
未
就
学
児（
参
加
は
年
１
回
）

場
所
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
／
40
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
八
郷
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
み
。

講
座
・
教
室

相

　談
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みんなのひろば

久
保
田
直
子
の

　
　
　風
の
吹
く
ま
ま

▼
ス
マ
ホ
片
手
に
県
内
各
地
を

辿
り
、
懐
か
し
さ
、
愛
お
し
さ
、

思
う
が
ま
ま
の
写
真
展
。

日
時
／
７
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

～
13
日
（
水
）

歴
ま
ち
フ
リ
ー
カ
フ
ェ　

▼
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
て
、

自
由
に
ト
ー
ク
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。（
予
約
不
要
）

日
時
／
７
月
11
日
（
月
）・
25

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場

（向かい側）・臨時駐車場（土
橋通り）をご利用ください。

７月のコミュニティ

－協働で取り組む現場から－
レポート No.13

美化クラブ

■問い合わせ
　生活環境課
☎ 23‒1111（内線 144）

ギャラリー

　

道
路
脇
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ

る
花
壇
。パ
ン
ジ
ー
や
サ
ル
ビ
ア
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
、
き
れ
い

に
咲
く
花
が
目
に
入
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
う
し
た
花
壇
の
清
掃
や
手
入

れ
な
ど
を
行
う
の
は
地
域
の
環
境

美
化
ク
ラ
ブ
な
ど
の
皆
さ
ん
。
地

区
単
位
で
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
岡
市
で
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
を
進
め
る
た
め
、
年
に
１
度
、

花
壇
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
１
月
末
ま
で
募
集
し
、
２
月

に
審
査
会
を
実
施
、
５
月
の
美
し

い
石
岡
を
つ
く
る
市
民
の
会
総
会

時
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の

は
、
行
里
川
環
境
美
化
ク
ラ
ブ
。

優
秀
賞
は
、
東
ノ
辻
２
部
環
境
美

化
ク
ラ
ブ
、
星
の
宮
環
境
美
化
ク

ラ
ブ
、宿
山
崎
環
境
美
化
ク
ラ
ブ
、

染
谷
地
区
資
源
保
全
活
動
組
織
の

５
つ
で
す
。

　

花
壇
づ
く
り
に
あ
た
り
、
市
か

ら
花
の
苗
な
ど
が
提
供
さ
れ
、
皆

さ
ん
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
。
活
動

に
関
わ
る
皆
さ
ん
は
、
道
行
く
人

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
は
嬉
し
い

し
、
活
動
す
る
こ
と
で
人
と
の
つ

な
が
り
も
で
き
る
の
が
い
い
と
話

し
ま
し
た
。

▲表彰式の様子。最優秀賞、優秀賞に
なった 5 団体の皆さん

地域の元気の
出発点

開館時間 
　午前 10 時～午後８時
休館日 
　木曜日

まちかど
情報センター
ニュース

▲最優秀賞になった行里川環境美化ク
ラブの花壇

第２・４月曜開催

パソコン教室

初心者歓迎

仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ

▼
パ
ソ
コ
ン
を
学
び
合
い
、
パ

ソ
コ
ン
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
７
月
１
・
15
日
（
金
）

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時

～
３
時
・
午
後
３
時
～
５
時

資
料
代
／
５
０
０
円

夏休みプロジェクト

恐
怖
の
お
化
け
屋
敷

期
間
／
７
月
31
日
（
日
）
正
午

　
　
　
　
　

～
８
月
７
日（
日
）

※
１
日
（
月
）
か
ら
は
、
午
後

２
時
～
５
時
公
開

お化け屋敷製作スタッフ　
　　　　　　　　　大募集
キックオフミーティング！
７月 24日（日）午後１時
募集人数／20人（小学生以上）
制作期間／ 24 日（日）ミー
ティング後～ 30日（土）

小中高生、パパ・ママの
パワー求ム !!

サ
ン
ド
市
（
３
・
土
・
市
）

▼
園
芸
品
や
新
鮮
野
菜
な
ど

を
販
売
。
出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所
／
香
丸
・
中
町
・
御
幸

通
り
の
参
加
店
前
・
ま
ち
か

ど
情
報
セ
ン
タ
ー

心
と
体
の
健
康
相
談

　

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時

30
分
～
午
後
１
時

折
り
紙
教
室

　23
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物

　第
１
・
３

土
曜
日　

午
後
１
時
か
ら

今月は 16日です

ほ
ん
わ
か
脳
活
カ
フ
ェ

　散
歩
の
つ
い
で
に
血
圧

を
測
り
に
き
ま
せ
ん
か
？

お
茶
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
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探訪

まち
新米パパをサポート
パパ・ママスクール開校中

▲古内陽さん・美穂さん夫妻
　7 月に出産予定の妻に立ち会う
予定なので、助産師の方から実
際の出産の場面のお話を聞けた
のが、とてもためになりました。
少しでも妻をサポートできるよ
うに、今から準備していきたい
です。

▲高木陽介さん・三奈さん夫妻
　赤ちゃんをお風呂に入れる時
の注意点など具体的でためにな
る情報が聞けました。また妊婦
体験をして、普段の何気ない動
作も難しいと妻の大変さを実
感。来てみないと分からない情
報がたくさんありました。

参加した新米パパたちの感想
担当保健師から
　戸惑いつつも楽しそうに沐
浴体験やオムツ替えを行って
いた新米パパたち。
　これから始まる子育て、頑
張ってくださいね。
次回のパパ・ママスクールは
日時／ 7 月 30 日（土）
　　　午前 8 時 45 分～正午
場所／八郷保健センター
定員／ 12 組
※定員を超えると次回以降の
日にちをご案内することがあ
ります。ご了承ください。
■申し込み・問い合わせ
八郷保健センター
☎ 43‒6655

パパママスクール
や石岡市の子育て
サポートを動画で
紹介中▶▶▶▶▶

赤ちゃんの沐浴体験
擬似妊婦体験

　

パ
パ
・
マ
マ
ス
ク
ー
ル
は
、
毎

月
１
回
、
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
い
る
、
パ
パ
と
マ
マ
に
な

る
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。　

　

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
・
出
産
の
経

過
と
呼
吸
法
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
、
母
乳
の
話
な
ど
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
パ
パ
の
妊
婦
体

験
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

土
日
も
開
催

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声
を
受

け
て
、
平
日
は
仕
事
の
パ
パ
も
参

加
し
や
す
い
よ
う
に
今
年
度
か
ら

土
日
開
催
を
増
や
し
ま
し
た
。

　

開
催
日
の
詳
し
い
日
程
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

出産前、いつまでにどんな準備をしておけばいいんだろう？
初産の妻を支えたいけど、どうしたらいいか分からない…
パパ・ママスクールでベテラン助産師と保健師があなたをサポート！

マタニティ体操教室

▲沐浴体験
夏なら 38 ～ 39 度、冬なら 40 ～ 41
度ほどのお湯を使いましょう。最初に
熱いお風呂に入れてしまうと、それか
らしばらく、お風呂嫌いになることも
あるので注意が必要。

月 1 回、 石 岡 保 健 セ
ンターで「安産」と「産
後に向けた体づくり」
のためのマタニティ体
操も実施しています。
市内に住む妊婦さん同
士の交流の場にもなっ
ています▶

２３　広報いしおか７月１日号  №２５８



文化

図書館
つうしん

■問い合わせ
中央図書館　☎ 24-1507
http://lib.city.ishioka.lg.jp

時の
記憶

シリーズ 126
文化振興課
☎ 43-1111（内線 1324）

国
分
遺
跡
出
土
の
長
頸
壺

　

中
央
図
書
館
向
か
い
の
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
は
、
平
成
19
年
に
発
掘

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
の
結

果
、
多
く
の
奈
良
・
平
安
時
代
の

竪
穴
住
居
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
が
、
な
か
で
も
15
号
住
居
と
名

付
け
ら
れ
た
住
居
か
ら
は
、
写
真

の
よ
う
な
須
恵
器
の
長
頸
壺
（
な

が
く
び
つ
ぼ
・
ち
ょ
う
け
い
こ
）

―
首
の
長
い
壺
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
形
の
土
器
は
、
８

世
紀
後
半
か
ら
９
世
紀
前
半
と
い

う
限
ら
れ
た
時
期
に
、
都
や
そ
の

周
辺
と
、
関
東
・
東
北
南
部
な
ど

で
出
土
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う

ど
７
８
４
年
の
長
岡
京
を
経
て
、

７
９
４
年
に
平
安
京
に
遷
都
さ
れ

る
時
期
。
ま
た
、
東
北
地
方
の
蝦

夷
征
討
が
最
も
激
し
く
行
わ
れ
た

時
期
に
あ
た
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
用
途
と
し
て
は
形

状
か
ら
想
像
さ
れ
る
徳
利
説
、
花

瓶
説
の
ほ
か
、
軍
隊
用
の
水
筒
説

や
堅
魚
（
カ
ツ
オ
）
煮
汁
容
器
説

と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
国
分
寺
の
周
囲
に

は
修
繕
に
関
わ
る
施
設
や
、
下
働

き
の
人
が
い
た
施
設
、
あ
る
い
は

薬
草
や
花
な
ど
を
栽
培
し
た
畑
な

ど
国
分
寺
に
関
係
す
る
施
設
―
寺

院
地
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
出
土
し
た
イ
ベ
ン
ト
広
場

は
、
常
陸
国
分
寺
の
寺
院
地
と
想

定
さ
れ
る
と
こ
ろ
。
と
す
る
と
国

分
寺
で
花
瓶
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

　

今
回
紹
介
の
長
頸
壺
は
、
ふ
る

さ
と
歴
史
館
企
画
展
で
展
示
中
で
す
。

▲須恵器の長頸壺

　企画展 

　常陸国分寺
　　―東国の大寺

期　間 ／８月28日（日）まで
場　所／ふるさと歴史館
　　　　（石岡小学校敷地内）
休館日／月曜日
　　　　（祝日の場合は翌日）

▼
７
月
１
日
（
金
）
か
ら
市
内
在

住
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
夏
休

み
の
課
題
図
書
を
貸
し
出
し
ま

す
。
必
ず
、
自
分
の
「
図
書
館
利

用
カ
ー
ド
」で
借
り
て
く
だ
さ
い
。

対
象
学
年
の
み
の
貸
し
出
し
と
な

り
ま
す
。
※
延
長
は
で
き
ま
せ
ん

貸
出
冊
数　

１
人
１
冊
ま
で

貸
出
期
間　

１
週
間

□
第
44
回
茨
城
新
聞
小
学
生
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル 

課
題
図
書

【
小
学
校
低
学
年
（
１
・
２
年
生
）】

○
お
ば
け
の
ポ
ー
ち
ゃ
ん　

お
ば
け

　

か
い
ぞ
く

○
恐
竜
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
と
テ
リ

　

ジ
ノ
サ
ウ
ル
ス　
　

ほ
か
５
冊

【
小
学
校
中
学
年
（
３
・
４
年
生
）】

○
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
日

○
妖
精
の
ロ
ー
ル
パ
ン 

ほ
か
５
冊

【
小
学
校
高
学
年
（
５
・
６
年
生
）】

○
占
い
屋
敷
の
夏
休
み

○
花
実
の
咲
く
ま
で　

ほ
か
５
冊

□
第
62
回
青
少
年
読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書

【
小
学
校
低
学
年
（
１
・
２
年
生
）】

○
ひ
み
つ
の
き
も
ち
ぎ
ん
こ
う

○
ボ
タ
ン
ち
ゃ
ん　
　

ほ
か
２
冊

【
小
学
校
中
学
年
（
３
・
４
年
生
）】

○
二
日
月

○
さ
か
さ
町　
　
　
　

ほ
か
２
冊

【
小
学
校
高
学
年
（
５
・
６
年
生
）】

○
茶
畑
の
ジ
ャ
ヤ

○
ワ
ン
ダ
ー　
　
　
　

ほ
か
２
冊

【
中
学
校
】

○
Ａ
Ｂ
Ｃ
！
曙
第
二
中
学
校
放
送
部

○
白
い
イ
ル
カ
の
浜
辺　

ほ
か
１
冊

【
高
等
学
校
】　　
　
　

○
シ
ン
ド
ラ
ー
に
救
わ
れ
た
少
年

○
タ
ス
キ
メ
シ　
　
　

ほ
か
１
冊

　図書館職員やボランティ
アによる「絵本の読み聞か
せ」・「紙芝居」・「パネルシア
ター」などを行っています。

中央図書館 ２階視聴覚室
《７月のおはなし玉手箱》
・２日（土）　　
午前 10 時 30 分から

《７月のひよこのおはなしかい》
・14 日（木）　    
午前 10 時 30 分から

《７月のおはなし会》
・16 日（土）       
午前 10 時 30 分から

中央公民館
《７月のおはなしフレンズ》
・９日（土）        
午後２時 30 分から

※赤ちゃんから大人まで
誰でも参加できます

（30 分程度）

７月の
休館日

  ４日    11 日
18 日    19 日
25 日    28 日

楽しいおはなし会

▶中央図書館では「人形劇団木偶
（でく）」による人形劇を開催！
日時　８月 11 日（木）
　　　午後２時～３時
対象　幼児・児童
内容　①田の久さん②ともだち
③ゆかいなピエロ④地蔵と山姥　

課
題
図
書
の
貸
し
出
し

を
始
め
ま
す

人形劇（入場無料・申込不要）

広報いしおか７月１日号  №２５８　２４



文化

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文芸
いしおか

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

挨
拶
の
言
葉
は
宝
花
は
葉
に

若　

宮　

今
川　

武
男

ふ
る
さ
と
の
大
地
に
立
て
ば
山
笑
う

若　

松　

城
下　
　

稔

検
診
の
通
知
来
る
頃
藤
の
花

細　

谷　

松
﨑　

淑
子

二
つ
来
て
一
つ
に
な
ら
ぬ
夏
の
蝶

旭　

台　

綿
引
さ
か
え

気
弱
さ
を
こ
ろ
が
し
て
ゆ
く
桜
し
べ

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

柿　

岡　

岡
村　

素
泡

六
地
蔵
初
夏
の
日
差
し
の
中
に
あ
り

瓦　

谷　

山
崎　

景
子

山
裾
に
広
が
る
寺
領
萩
若
葉

吉　

生　

土
佐　

汀
風

石
楠
花
に
歩
を
と
め
和
む
齢
か
な

石
岡
短
歌
同
好
会

石　

岡　

外
川
な
を
み

夕
日
差
す
小
部
屋
に
揺
れ
る
影
ひ
と

つ
亡
き
チ
ワ
ワ
か
と
見
紛
う
て
お
り

井　

関　

木
間
塚
具
子

ほ
ら
そ
っ
と
覗
い
て
ご
ら
ん
一

ひ
い

ニふ
う

三
み
い

四よ

浮
い
て
沈
ん
で
め
だ
か
群
れ
お
り

下　

林　

藤
岡
み
つ
子

百
七
歳
の
姑
を
み
と
り
し
妹
が
施

設
の
わ
れ
に
花
を
も
ち
く
る

東
光
台　

内
田
千
代
子

熊
本
の
震
災
の
ニ
ュ
ー
ス
見
て
い

る
が
何
が
あ
っ
て
も
桜
散
り
ゆ
く

府　

中　

山
口　

文
子

旅
人
と
な
り
て
歩
め
る
ふ
る
さ
と

に
家
族
五
人
の
面
影
う
か
ぶ

八
郷
短
歌
会柿　

岡　

小
林　

渥
子

鶯
の
初
音
聞
こ
ゆ
る
店
頭
に
人

集だ
か

り
し
て
メ
ダ
カ
も
売
ら
る

山　

崎　

鈴
木　
　

菫

新
築
の
成
り
し
息
子
の
家
訪
え
ば

狭
い
な
が
ら
も
間
取
り
よ
ろ
し
き

山　

崎　

西
口
は
ま
子

九
人
の
こ
こ
ろ
と
音
が
揃
ひ
た
る

オ
カ
リ
ナ
演
奏
充み

ち
足
り
て
終
ふ

石
岡
俚
謡
会石　

岡　

石
塚　

芳
華

被
災
五
年
の　

瓦が
れ
き礫

の
跡
に

　
　

祈
る
足
元　

野
辺
の
花

川　

又　

関　
　

清
志

老
い
て
益
　々

若
さ
を
保
つ

　
　

髪
も
化
粧
も　

見
る
鏡

下　

林　

加
藤　

弥
生

禿
と
白
髪
で　

の
ん
び
り
行
く
か

　
　

余
生
半
ば
で　

ま
だ
八
十
路

国　

府　

篠
原
美
千
代

老
い
た
二
人
も　

白
髪
を
染
め
て

　
　

花
の
昔
を　

語
り
合
う

杉　

並　

助
川　

浩
史

桜
咲
く
庭　

帰
れ
ぬ
我
が
家

　
　

憎
い
原
発　

早
五
年

国　

府　

大
西　

和
子

白
髪
ば
か
り
か　

皺し
わ

ま
で
増
え
て

　
　

く
る
り
鏡
に　

背
を
向
け
る

若　

松　

川
崎　

洋
子

春
の
宅
配　

短
か
い
文ふ

み

と

　

搗
い
た
ば
か
り
の　

よ
も
ぎ
餅

南　

台　

月
乃
香
倶
耶
姫

白
い
や
わ
肌　

チ
ラ
リ
と
魅
せ
て

　
　

甘
い
誘
惑　

柏
餅

石
岡
市
の
Ｐ
Ｒ

若　

宮　

関
根　

貞
臣

　

四
月
末
日
照
光
寺
へ
お
墓
参
り

に
い
き
、
帰
ろ
う
と
し
た
時
、
松

平
家
の
墓
所
の
看
板
（
説
明
）
を

み
て
い
る
七
十
代
の
男
の
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
。「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
。松
平
家
の
墓
所
の
場
所
、

分
か
り
ま
す
か
」
と
問
い
「
ご
案

内
頼
み
ま
す
」
松
平
家
の
墓
所
を

ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ

の
時
男
の
方
は
「
千
葉
、茨
城
県
の

市
町
村
の
歴
史
を
学
ん
で
三
年
、

結
果
、
石
岡
市
が
一
番
歴
史
あ
る

町
と
分
か
り
今
日
、
電
車
で
柏
か

ら
来
ま
し
た
」
と
。
そ
の
後
、
互

い
の
家
族
、
家
庭
の
お
話
を
し
て

別
れ
ま
し
た
。「
ど
う
ぞ
気
を
付

け
て
、
失
礼
し
ま
す
」

　

そ
し
て
土
橋
通
り
を
歩
い
て
陣

屋
門
の
と
こ
ろ
へ
来
ま
し
た
ら
、

陣
屋
門
の
と
こ
ろ
へ
二
人
で
座
り

食
事
を
し
て
い
る
七
十
代
の
ご
夫

婦
が
お
ら
れ
ま
し
た
。「
お
食
事

で
す
か
。
飲
み
物
の
自
販
機
は
会

館
内
に
ご
ざ
い
ま
す
よ
」
と
。
な

ぜ
な
ら
二
人
で
「
飲
み
も
の
忘
れ

た
な
あ
」
こ
の
一
言
が
聞
こ
え
ま

し
た
の
で
。
ご
案
内
を
し
ま
し
た

●
石
岡
俚
謡
会

・
定
期
勉
強
会

日
時　

毎
月
第
２
日
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
～

場
所　

石
岡
市
民
会
館

■
問
い
合
わ
せ

　

助
川
☎
２
４
・
２
２
３
７

●
文
化
協
会
盆
栽
部
石
岡
支
部

・
定
期
勉
強
会

日
時　

毎
月
第
１
日
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場
所　

府
中
地
区
公
民
館
工
作
室

■
問
い
合
わ
せ

　

佐
藤
☎
２
２
・
６
４
７
２

文化協会
だより

ら
「
歴
史
の
石
岡
を
知
り
た
く
埼

玉
県
の
大
宮
か
ら
参
り
ま
し
た
」

と
。
二
組
の
他
県
の
方
と
お
会
い

し
市
民
が
も
っ
と
ゝ
市
を
理
解
す

る
と
と
も
に
、
市
が
も
っ
と
ゝ
Ｐ

Ｒ
を
。
ほ
ん
の
ひ
と
時
で
し
た
が

意
義
あ
る
ふ
れ
あ
い
で
し
た
。
是

非
又
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い
。

２５　広報いしおか７月１日号  №２５８



峯 理
り き と

樹斗ちゃん（７か月）

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

関 譲
じょうのすけ

ノ介ちゃん（１歳１か月）

わが家のアイドル

平成28年7月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

てき

材
料
（
６
人
分
）

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
２
個
・
水
50

㎖
・
粉
寒
天
１
袋（
４ｇ
）・
グ
レ
ー

プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
１
０
０

㎖+

３
０
０
㎖
・
砂
糖
大
さ
じ
６

（
54ｇ
）

作
り
方

①　

50
㎖
の
水
に
粉
寒
天
を
振

り
入
れ
て
、
１
分
く
ら
い
置
き
、

し
っ
か
り
と
沸
騰
さ
せ
煮
溶
か

す
。
１
０
０
㎖
の
ジ
ュ
ー
ス
と
砂

糖
を
加
え
煮
溶
か
す
。

（エネルギー、74kcal、塩分０g）

　　　　グレープフルーツ寒天

寒天で健康的に。グレープフルーツでサッパ
リと。暑い季節のおやつにも最適。

②　

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の
果
肉

と
、
ジ
ュ
ー
ス
３
０
０
㎖
を
加
え

る
。

③　

①
と
②
を
混
ぜ
、
冷
や
し
固

め
て
で
き
あ
が
り
。

寒
天
を
使
用
し
て
い
る
の
で
カ
ロ

リ
ー
低
め
で
す
！

幸せは食事から
ヘルスメイトの
レシピ紹介

山崎
待ち望んでいた我が家の可愛
い長男です。愛嬌たっぷりで
愛しい子です。元気で優しく
健やかに育ってね！

総社２
食べることが大好きなじょう
くん。今年は熱で保育園をお
休みしないでがんばろうね！

じょうのすけ

栄養成分（１人分）

り き と

〈表紙の写真〉
　常陸風土記の丘での一コマ。やさと中央保育所の園児たちが青空のもと、
園外保育を楽しんでいました。それからほどなくして関東が梅雨入りしまし
た。梅雨時期の花といえばアジサイを思い浮かべる方もいるでしょう。風土
記の丘では６月中旬から７月にかけてアジサイが見頃を迎えています。梅雨
時の曇天の空をも一掃するような、鮮やかなブルーの花たちが咲き競ってい
ます。
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